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は
じ
め
に

　

泗し
す
い水

と
は
、
歴
史
上
有
名
な
思
想
家
、
孔
子
が
生
ま
れ

た
地
（
魯ろ

こ
く国

昌し
ょ
う
へ
い
ご
う

平
郷
鄹す

う
ゆ
う邑

、
現
在
の
中
国
山
東
省
曲き

ょ
く
ふ阜

市
）
を
流
れ
る
川
の
名
（
現
在
は
泗し

が河
と
呼
ぶ
）
で
す
。
そ

こ
か
ら
派
生
し
て
孔
子
の
教
え
（
儒
学1

）
を
「
泗し

し
ゅ洙

」2
、

「
泗し

じ
ょ
う上

」3
、「
泗
水
の
学
」
と
呼
び
、
論
語
を
始
め
と
す
る
漢

文
を
学
ぶ
人
に
と
っ
て
は
、
聞
き
な
じ
み
の
あ
る
言
葉
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
稿
は
、
こ
の
泗
水4

を
伊
勢
国
三
重
郡
四
日
市
の
呼
び

名
と
し
て
使
っ
た
経
緯
を
探
り
、
そ
の
由
来
と
さ
れ
る
二
つ

の
説
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

四
日
市
の
支
配

　
四
日
市
市
の
中
心
に
あ
る
大
字
四
日
市
は
、
江
戸
時
代
の

始
め
か
ら
幕
府
直
轄
地
で
し
た
が
、
享
保
九
（
一
七
二
四
）

年
六
月
か
ら
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
十
二
月
ま
で
の

七
十
八
年
間
は
郡
山
藩
領
、
そ
れ
以
降
は
再
び
幕
府
直
轄
地

と
し
て
治
め
ら
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
近
代
に
な
る
と
大
津
県
、
度わ

た
ら
い会

県
、
安あ

の

つ
濃
津
県
と
管
轄
が

変
わ
り
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
県
庁
を
安
濃
郡
津
町

か
ら
三
重
郡
四
日
市
町
に
移
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
安
濃

津
県
の
県
名
は
三
重
県
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
城
下
町
の
津
に
比
べ
て
、
宿
場
町
の
四
日
市
は
、
幕
府
代

官
所
の
あ
っ
た
陣
屋
跡
の
周
囲
を
町
家
が
建
ち
並
び
、
役
場

を
置
く
場
所
は
陣
屋
跡
の
他
に
無
く
、
手
狭
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
一
年
ほ
ど
で
県
庁
は
再
び
津
町
に
戻
り
ま
し
た
。
し

か
し
県
名
の
再
度
の
変
更
は
行
わ
れ
ず
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、明
治
二
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
市
制
町
村
制
と
、

同
二
十
三
年
に
制
定
さ
れ
た
府
県
制
・
郡
制
に
よ
り
、
四
日

市
町
は
三
重
郡
役
所
の
監
督
を
郡
内
の
他
町
村
と
と
も
に
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
四
日
市
町
の
発
展
は
め

ざ
ま
し
く
、
明
治
三
十
年
に
市
制
を
施
行
し
、
四
日
市
市
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
郡
役
所
の
監
督
を
離
れ
、
県
の

監
督
の
下
、郡
役
所
同
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
三
重
郡
と
四
日
市
市
を
合
せ
た
地
域
を
「
さ
ん
し

地
区
」
と
呼
ん
で
い
ま
す5

が
、
そ
の
表
記
に
「
三
泗
」
の

漢
字
を
当
て
て
い
ま
す
。
漢
数
字
と
し
て
も
使
う
三
と
四
で

は
数
字
と
間
違
え
や
す
い
か
ら
か
、
こ
れ
を
四
日
市
の
雅
称

と
す
る
泗
水
の
泗
の
字
を
用
い
る
こ
と
で
地
域
名
と
し
て
認

識
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　
平
成
時
代
に
な
る
と
、
鵜
の
森
公
園
に
で
き
た
市
民
茶
室

の
名
称
が
泗
翠
庵
と
な
り
、
四
日
市
市
の
水
道
水
を
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
詰
め
た
も
の
を
「
泗
水
の
里
」
と
名
付
け
て
販
売

す
る
な
ど
、「
し
す
い
」
の
名
称
は
現
在
も
四
日
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
泗
水
が
四
日
市
の
意
味
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
に
は
現
在
二
つ
の
説
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
江

戸
時
代
の
十
八
世
紀
に
こ
の
地
を
治
め
た
郡
山
藩
の
藩
士
城き

　
　
四
日
市
の
雅
称
「
泗
水
」
の
由
来
に
つ
い
て

廣
瀨　
毅

戸ど

月げ
つ
あ
ん庵

（
諱い

み
なは

賢
、
字あ

ざ
なを

公
賢
、
号
に
芙
蓉
や
月
庵
、
通
称

は
友
蔵
、
一
七
四
四
〜
九
九
））
が
、
自
作
の
漢
詩
に
お
い

て
四
日
市
を
泗
水
と
表
記
し
た
こ
と
に
ち
な
む
と
い
う
説
。

も
う
一
つ
は
、
江
戸
時
代
の
四
日
市
の
中
心
地
、
札
の
辻6

周
辺
に
四
つ
の
井
戸
が
あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
む
と
い
う
説
で

す
。

泗
水
と
儒
学

　

管
見
で
す
が
、
四
日
市
を
泗
水
と
表
記
し
た
の
は
、
城

戸
月
庵
が
著
わ
し
た
漢
詩
集
『
東と

う

帰き

稿こ
う

刪さ
ん

』（
享
和
三

〈
一
八
〇
三
〉
年
刊
、
史
料
一
、
図
二
〜
五
）
が
初
め
で
す
。

そ
の
用
法
は
、
四
日
市
と
い
う
地
名
を
単
に
泗
水
と
書
き
表

し
た
と
い
う
も
の
で
、
四
日
市
に
井
戸
が
あ
る
と
か
、
四
日

市
の
水
が
良
い
と
か
と
い
う
意
味
で
用
い
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
泗
水
そ
の
も
の
は
、
孔
子
の
教
え
と
い
う
意
味
で
古
く
か

ら
知
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、
そ
の
儒
学
と
の
関
係
性
か

ら
言
え
ば
、
著
者
の
城
戸
月
庵
は
郡
山
藩
の
儒
者
で
し
た
。

　
そ
れ
に
加
え
、
四
日
市
の
産
土
神
諏
訪
神
社
に
は
文
宣
王

（
唐
の
玄
宗
帝
が
贈
っ
た
孔
子
の
封
号
）の
像（
図
一
）が
あ
っ

た
こ
と
が
『
四
日
市
市
史
』（
昭
和
五
〈
一
九
三
〇
〉
年
刊
、

以
下
「
昭
和
五
年
版
市
史
」
と
い
う
。）
に
載
せ
ら
れ7

て
お

り
、
こ
れ
も
四
日
市
に
お
い
て
儒
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
表
れ

と
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
文
宣
王
像
は
惜
し
く
も
昭

和
二
十
年
の
四
日
市
空
襲
で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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「
泗
水
の
学
」
が
儒
学
を
表
す
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
も

触
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
が
日
本
語
で
あ
る
と
い
う
点

は
注
意
を
要
し
ま
す
。
儒
学
を
表
す
表
現
で
泗
洙
、
泗
上
、

洙
泗
学
（
朱
子

4

4

学
で
は
な
い
）
の
よ
う
に
漢
字
の
み
で
表
記

さ
れ
る
も
の
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、「
泗
水
の
学
」
は
日
本
独
自
の
表
記
の
よ
う
に
思

え
る
か
ら
で
す
。

柳
里
恭
と
西
村
馬
曹

　
「
泗
水
の
学
」
は
、
こ
れ
も
管
見
で
す
が
、
柳

り
ゅ
う

里り
き
ょ
う恭

の
随

筆『
独ひ

と
り
ね寝

』8（
序
文
は
享
保
九〈
一
七
二
四
〉年
）が
初
出
で
す
。

こ
の
中
に
「
我
儒
は
泗
水
の
学
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
文
言
が

出
て
き
ま
す
。
柳
里
恭
は
名
を
柳

や
な
ぎ
さ
わ沢

里さ
と
と
も恭

（
一
七
〇
四
〜

五
八
）、
通
称
を
権
太
夫
と
い
い
、
画
人
の
柳
沢
淇き

え
ん園

と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
柳
沢
吉
保
に
仕
え
た
父
は
藩
の
家

老
職
で
し
た
。
吉
保
の
子
、
吉
里
が
甲
府
か
ら
和
州
郡
山
へ

転
封
の
折
に
里
恭
は
、
城
の
受
取
り
の
た
め
に
先
発
し
、
郡

山
で
書
き
綴
っ
た
も
の
が
『
独
寝
』
で
す
。
彼
が
二
十
一
歳

（
以
下
年
齢
は
全
て
数
え
年
で
記
す
。）
の
時
の
著
述
と
そ
の

序
に
あ
り
ま
す
。
刊
行
は
さ
れ
ず
、筆
写
で
流
布
し
ま
し
た
。

里
恭
は
自
ら
好
ん
で
中
国
風
の
柳
里
恭
と
名
乗
り
、
長
ず
る

に
及
ん
で
郡
山
藩
の
重
臣
と
な
り
ま
し
た
。
多
芸
多
才
な
人

と
な
り
は
、
伴ば

ん
蒿こ

う
け
い蹊

（
一
七
三
三
〜
一
八
〇
六
）
の
著
し
た

『
近き

ん
せ
い世

畸き
じ
ん人

伝で
ん

』9（
寛
政
二
〈
一
七
九
〇
〉
年
刊
）
に
取
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
独
寝
』
に
つ
い
て
は
、
戯
作
者
・
狂
歌
師
の
平へ

づ
つ秩

東と
う
さ
く作

（
一
七
二
六
〜
八
九
）
が
そ
の
著
『
莘し

ん
や野

茗め
い
だ
ん談

』10

の
中
で
次

の
よ
う
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

（
前
略
）
勢
州
に
は
好
事
の
士
多
し
。
四
日
市
の
問
屋

西
村
荘
右
衛
門
、
表
徳
馬
曹
と
て
、
文
才
も
有
て
物
に

か
ゝ

（
マ
マ
）り

な
る
男
な
り
。
故
有
て
一
年
予
に
憑た

の
み
て
東
都

へ
来
り
、
暫
時
交
を
結
び
し
事
有
き
。
友
人
美
樹11

が

門
人
な
り
。
渠か

れ
が
柳
沢
権
太
夫
の
書
れ
し
独
寝
と
い
ふ

も
の
を
所
持
し
た
り
。
面
白
く
か
き
し
物
な
り
。
今
も

持
居
け
る
か
し
ら
ず
。（
後
略
、
ル
ビ
は
筆
者
）

　
こ
こ
に
登
場
す
る
四
日
市
宿
の
問
屋
場
（
宿
場
・
駅
）
の

西
村
馬ば

そ
う
　曹12

（
諱
は
茂
貞
、
字
を
節
甫
、
号
に
馬
曹
、
通
称
は

荘（
庄
）右

衛
門
、
一
七
四
五
〜
一
八
〇
〇
）
は
四
日
市
を
代
表
す

る
文
化
人
で
す
。
何
歳
頃
の
出
来
事
か
は
不
明
で
す
が
、
東

作
を
頼
っ
て
一
年
ほ
ど
江
戸
に
滞
在
し
た
馬
曹
が
、
柳
里
恭

の
『
独
寝
』
を
持
っ
て
い
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
に
流
布
し
て
い
る
『
独
寝
』
は
、
幕
末
頃
に
ま
と
め

ら
れ
た
叢
書
『
燕え

ん
せ
き石

十じ
っ
し
ゅ種

』
掲
載
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ13

よ

う
で
す
が
、
そ
れ
は
馬
曹
所
持
本
の
三
分
の
一
程
度
の
「
残

欠
本
」
で
あ
る
と
、
新
従
吾
所
好
第
二
編
『
独
寝
』
の
校
訂

者
石
川
巌
は
記
し
て
い
ま
す14
。

　
当
時
の
四
日
市
は
郡
山
藩
領
で
あ
り
、『
独
寝
』
の
写
本

も
容
易
に
手
に
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
馬
曹
と
月
庵
は
共
に
四
日
市
に
生
ま
れ

た
同
世
代
（
一
歳
違
い
）
で
あ
り
、
馬
曹
が
両
親
の
長
寿
を

祝
っ
て
『
老
伴
集
』15（
寛
政
元
〈
一
七
八
九
〉
年
刊
）
を
出

版
す
る
に
あ
た
り
、
月
庵
が
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
五
月

に
書
い
た
序
に
は
、「
西
村
馬
曹
吾
郷
人
而
兄–

二
事
我

一
者
也

（
西
村
馬
曹
は
吾
が
郷き

ょ
う
じ
ん人

に
し
て
我
が
兄け

い
じ事

す
る
者
な
り
）、

其
父
母
則
吾
父
母
之
執
也
（
そ
の
父
母
す
な
わ
ち
吾
が
父
母

の
執と

も
な
り
）」（
訓
点
は
筆
者
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
二
人

の
間
柄
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
泗
水
の
学
」
と
「
泗
水
」
の
表
記
が
、
と
も
に
郡
山
藩

の
学
芸
に
秀
で
た
藩
士
の
著
作
に
登
場
す
る
の
は
偶
然
で

し
ょ
う
か
。
両
者
の
年
齢
の
開
き
や
、
郡
山
と
四
日
市
の
距

図 1　諏訪神社の文宣王像
（昭和五年版『四日市市史』より）

図 2　『東帰稿刪』芥川丹邱の叙 ( 国文学研究資料館所蔵、出典 : 国書データベー
ス，https://doi.org/10.20730/200010215　以下同じ）
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離
を
考
え
る
と
、
直
接
的
な
関
係
が
あ
っ
た
と
み
る
の
は
難

し
そ
う
で
す
が
、
郡
山
藩
の
藩
士
や
四
日
市
の
人
々
、
ま
た

『
独
寝
』
や
そ
の
他
の
学
問
を
通
じ
て
な
ら
、
そ
の
影
響
を

受
け
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
柳
沢
里
恭
は
、
柳
沢
吉
保
が
徴
用
し
た
荻
生
徂
徠
や
そ
の

弟
子
の
服
部
南
郭
ら
の
教
え
を
受
け
た
と
さ
れ
、
物
部
氏
の

出
自
と
い
う
事
か
ら
物ぶ

っ
そ
ら
い

徂
徠
と
称
し
た
徂
徠
の
中
国
趣
味
も

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
漢
学
や
師
の
影
響
を
里

恭
が
受
容
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、「
泗
水
の
学
」
な
ど
の
表

現
も
別
段
不
思
議
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

城
戸
月
庵
に
つ
い
て

　
城
戸
月
庵
の
家
系
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　

月
庵
の
父
、
城
戸
金
作
（
諱
は
富
恭
、
一
七
一
六
〜

七
二
）
は
郡
山
藩
の
役
人
で
、
四
日
市
の
代
官
所
に
勤
め
て

い
ま
し
た
。
墓
碑
銘
（
史
料
二
）
に
は
「
為

二
伊
勢
四
日
市

之
掾

一
（
伊
勢
四
日
市
の
掾じ

ょ
うと

な
る
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、小
役
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。明
和
二（
一
七
六
五
）

年
（
墓
碑
銘
は
三
年
）
に
上
士
の
班
に
列
し
、
安
永
元

（
一
七
七
二
）
年
に
五
十
七
歳
で
没
し
た
と
昭
和
五
年
版
市

史
は
伝
え
ま
す
。

　
安
永
二
年
、
そ
の
跡
職
を
月
庵
が
嗣
ぎ
ま
し
た
。
幼
少
の

頃
か
ら
聡
敏
で
博
覧
洽こ

う
ぶ
ん聞

の
誉
高
く
、
同
九
年
に
郡
山
に
移

り
、
翌
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
に
藩
の
京
屋
敷
の
役
人
と

な
り
ま
す
。
同
六
年
副
大
小
姓
、
翌
七
年
大
小
姓
と
な
っ
て

郡
山
に
戻
り
、寛
政
五（
一
七
九
三
）年
に
藩
侯（
柳
沢
保
光
）

の
命
に
よ
り
儒
官
と
な
り
、
同
十
一
年
に
五
十
六
歳
で
没
し

て
い
ま
す
。
大
和
郡
山
市
外
川
町
の
発ほ

っ
し志

禅
院
（
以
下
、
発

志
院
と
い
う
。）に
あ
る
月
庵
の
墓
碑
銘（
史
料
四
）に
は
、「
郡

山
及
四
日
市
学
芸
之
盛
皆
頼

二
先
生
訓
導
之
力

一
也
（
郡
山
及

び
四
日
市
の
学
芸
が
盛
ん
な
る
は
、
み
な
先
生
訓
導
の
力
に

よ
る
な
り
）」（
訓
点
筆
者
）
と
刻
ま
れ
、
昭
和
五
年
版
市
史

は
月
庵
の
教
え
は
四
日
市
の
人
々
に
浸
透
し
て
、「
当
地
の

学
芸
は
隆
盛
を
見
る
に
至
つ
た
。16
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

月
庵
の
弟
で
杉
山
家
を
嗣
い
だ
杉
山
重じ

ゅ
う
す
い

水
（
諱
は
政

常
、
字
を
子
友
、
号
に
重
水
、
通
称
は
周
助
、
一
七
五
三
〜

一
八
〇
七
）
も
ま
た
、
郡
山
藩
の
儒
官
と
な
り
、
文
化
四

（
一
八
〇
七
）年
に
五
十
五
歳
で
没
し
て
い
ま
す（
史
料
五
）。

月
庵
の
子
、
城
戸
駒く

が
く嶽

（
諱
は
富
一
、
字
を
止
敬
）
も
郡
山

藩
の
儒
臣
と
な
っ
て
い
ま
す
（
史
料
六
）。

泗
水
の
使
用
例
の
ひ
ろ
が
り

　

月
庵
の
『
東
帰
稿
刪
』
は
月
庵
没
後
の
刊
行17

で
す
が
、

所
収
の
漢
詩
「
泗
水
行
」
に
は
、
京
都
伏
見
の
漢
詩
人
で
儒

学
者
の
龍

り
ゅ
う

草そ
う
ろ
　廬18

（
一
七
一
四
〜
九
二
）
の
序
が
あ
り
「
天
明

紀
元
辛（

元
年
）丑

秋
」（
一
七
八
一
年
）
と
記
し
て
い
ま
す
。
月
庵

が
父
の
跡
を
継
い
で
四
日
市
の
掾（
代
官
所
の
役
人
）と
な
っ

た
の
は
三
十
歳
の
時
、
郡
山
藩
の
京
屋
敷
に
勤
め
る
よ
う
に

図 3　『東帰稿刪』右頁 1 行目に「泗水駅長西邨馬曹」、左頁 3 行目に「泗橋」の
表現がみえる。泗橋は三滝川に架かる東海道の三滝橋のことと思われる。

図 4　『東帰稿刪』「泗水行」の序（右頁）と詩（左頁）の部分。序は龍草廬の撰。
右頁 2 行目から 4 行目にかけて、月庵と龍草廬の出会いが描かれている。
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な
っ
た
の
は
三
十
八
歳
の
頃
で
す
。
京
勤
め
の
折
に
龍
草
廬

と
の
交
流
が
で
き
た
よ
う
で
、『
東
帰
稿
刪
』
の
中
に
も
龍

草
廬
を
詠
っ
た
詩
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
泗
水
と
い
う
言
葉
で
す
が
、
月
庵
以
外
の
人
々
に
使

わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
と
思
わ
れ
る
も
の
が

少
例
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
寛
政
泗
水
郷
友
録
」
と
い
う
資
料
が
昭
和
五
年
版
市
史

に
掲
載19

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
四
日
市
の
文
化
人
名
簿

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
学
者
、
詩
文
家
、
天
文
家
、
書

家
、
画
家
の
五
つ
の
分
類
に
よ
り
、
人
名
と
号
、
居
住
地
が

三
十
一
人
分
（
重
複
あ
り
）
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
、
こ
の
資
料
が
誰
の
所
蔵
で
、
現
在
も
存
在
し
て
い
る
の

か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
似
た
書
名
で
先
の
改
訂
版
と
思
わ
れ
る
「
改
正
泗
水
郷
友

録20

」（
昭
和
三
十
二
〈
一
九
五
七
〉
年
筆
写
本
、
原
本
未
確

認
）
が
、
四
日
市
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
詩

文
、
医
師
、
書
家
、
画
、
和
歌
な
ど
百
二
十
七
の
分
類
に

七
百
二
十
九
人
分
（
寺
の
名
や
重
複
あ
り
）
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の
資
料
の
詳
細
つ
い
て
は
朝
倉
治
彦
氏

の
紹
介21

に
詳
し
い
の
で
触
れ
ま
せ
ん
が
、「
寛
政
泗
水
郷
友

録
」
は
書
題
の
と
お
り
で
あ
れ
ば
寛
政
年
間
の
も
の
と
推
定

さ
れ
、「
改
正
泗
水
郷
友
録
」
は
そ
の
内
容
か
ら
み
て
文
化

四
〜
五
年
（
一
八
〇
七
〜
〇
八
）
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ど
ち
ら
も
「
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
四
日

市
方
面
で
編
さ
ん
さ
れ
た
流
布
の
狭
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

四
日
市
の
心
意
気
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。」
と
朝
倉

氏
は
記
し
て
い
ま
す22
。

　
ま
た
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

「
四
日
市
古こ

せ
き跡

夢ゆ
め

扖し
ぼ
り」

は
、『
布
留
屋
草
紙
』
の
著
者
で
あ
る

古
谷
久ひ

さ
つ
ぐ
　語23

の
子
孫
の
古
谷
家
に
伝
わ
る
も
の
で
す
が
、
こ

ち
ら
も
現
在
、
そ
の
原
本
は
見
当
た
ら
ず
、
昭
和
二
十
九

年
の
筆
写
本
の
み
が
四
日
市
市
立
図
書
館
に
残
さ
れ
て
い

ま
す24
。
著
者
は
未
詳
で
す
が
久
語
自
身
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

四
日
市
の
名
所
や
歴
史
を
書
き
連
ね
て
い
て
、
当
時
の
雰
囲

気
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
「
四
水
駅
」
や
「
四

水
八
景
」
の
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
筆
写
本
な
の
で
断
定
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
漢
字
が
「
泗
」
で
は
な
く
「
四
」
で
あ
る

と
こ
ろ
が
、
儒
学
的
な
意
味
合
い
を
知
っ
て
使
っ
た
と
い
う

よ
り
も
、
四
日
市
を
「
し
す
い
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る

程
度
認
知
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
こ
ち
ら
も
実
物
は
未
見
で
す
が
、「
黒く

ろ
さ
わ澤

翁お
き
な
ま
ろ

満
」
と
い
う
渡
辺
刀
水25

の
著
書26

に
引
か
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
に
そ
の
一
節
を
引
用
し
ま
す
。

桑
名
の
畏
友
竹
内
篁
園
君
か
ら
示
さ
れ
た
翁
満
の
手
簡

の
一
節
に
、

…
…
愚
父
今
以
泗
水
（
四
日
市
の
雅
称
な
り
）
に
居

申
候
に
付
折
々
は
罷
出
、
不

二
相
替

一
御
世
話
に
相
成

申
越
候
、
乍

二
此
上

一
何
分
〳
〵
奉

レ
頼
候
…
…

之
は
忍
に
移
転
後
、
桑
名
の
竹
内
真
々
斎
、
其
息
子
弥

兵
衛
、
同
孫
左
衛
門
三
人
連
名
宛
の
も
の
で
、
父
の
事

を
頼
ん
だ
手
紙
で
あ
る
。
此
の
父
は
遂
に
忍
に
は
来
な

か
っ
た
様
で
あ
る
。

文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
頃
と
さ
れ
る
手
紙
で
、
黒
澤
翁

満27

が
四
日
市
の
意
味
で
泗
水
を
用
い
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
す
。
文
政
六
年
、
桑
名
藩
主
松
平
忠た

だ
た
か堯

は
武
蔵
国
埼
玉
郡

忍お
し

に
転
封
と
な
り
、
藩
士
の
翁
満
も
移
り
ま
し
た
が
、
翁
満

の
父
は
伊
勢
に
残
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
括
弧
書

き
が
翁
満
の
筆
な
の
か
、
渡
辺
刀
水
の
注
釈
な
の
か
は
判
然

と
し
ま
せ
ん
が
、
翁
満
は
国
学
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
雅
称
を
使
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
天
明
頃
か
ら
文
政
頃
ま
で
の
五
十
年
ほ
ど
の
間
は
、
少
例

で
す
が
、
泗
水
の
使
用
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く

が
、
学
者
や
文
化
人
の
間
で
み
ら
れ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
使
用
例
が
少
な
い
た
め
、
今
後
、
さ
ら
に
資
料

が
発
見
さ
れ
る
の
を
俟
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

泗
水
以
外
の
雅
称

　

四
日
市
の
文
化
人
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
寛
政
二

図 5　『東帰稿刪』「還郷歌」の一部、右頁 6 行目に「泗水に弟有り」、８行目の
訪れる旧友に「（光本）徳卿」「（後藤）木卿」「西（村）馬曹」「生川子英」らが載る。
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（
一
七
九
〇
）
年
刊
の
『
寛
政
庚こ

う
じ
ゅ
つ戌

歳さ
い
た
ん旦

集28

』
と
い
う
年

頭
に
詠
ん
だ
和
歌
や
俳
句
も
収
め
る
漢
詩
集
に
は
、
序
文
や

跋
文
、
ま
た
漢
詩
に
も
四
日
市
を
「
四
市
」
と
表
記
し
て
い

る
例
が
あ
り
ま
し
た
。
泗
水
以
外
の
四
日
市
の
雅
称
と
み
て

良
い
で
し
ょ
う
。
先
述
し
た
「
寛
政
泗
水
郷
友
録
」
と
も
重

な
る
人
々
（
十
五
人
、
月
庵
は
い
な
い
が
弟
の
杉
山
重
水
は

載
る
）
の
作
品
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
の
漢
詩
集
に
は
、
泗

水
の
表
記
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
寛
政
庚
戌
歳
旦
集
』
は
『
東
帰
稿
刪
』
よ
り
十
三
年
ほ

ど
早
く
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
四
日
市
の
雅
称
が
四
市

に
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
現
在
に
至

る
ま
で
四
日
市
の
雅
称
と
し
て
泗
水
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
一
見
し
て
わ
か
る
四
市
よ
り
も
、
泗
水
の
方

が
理
解
す
る
素
養
を
必
要
と
す
る
こ
と
や
、
発
音
も
「
し
し

（
し
い
し
）」
に
比
べ
「
し
す
い
」
の
方
が
認
知
し
や
す
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

寛
政
四
年
に
菰
野
藩
士
の
森
正
綱29

が
記
し
た
「
傾け

い
が
い蓋

漫ま
ん
ろ
く
　録30

」
は
、
木
村
蒹け

ん
か
ど
う
　

葭
堂31
（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
二
）
が

大
坂
を
追
放
さ
れ
、
長
島
藩
主
増ま

し
や
ま山

雪せ
っ
さ
い斎

の
庇
護
に
よ
り
三

重
郡
川
尻
村
（
長
嶋
藩
領
、
現
四
日
市
市
川
尻
町
）
に
仮
寓

し
て
い
た
時
の
正
綱
と
蒹
葭
堂
の
交
流
の
記
録
で
す
。

　
蒹
葭
堂
が
菰
野
の
正
綱
の
家
を
訪
れ
、そ
こ
に
「
盃
に
花
」

の
絵
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
蒹
葭
堂
は
そ
の
絵
が

柳
淇
園
（
柳
沢
里
恭
）
の
作
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

実
は
蒹
葭
堂
は
八
歳
の
時
、
父
の
友
人
宅
に
滞
在
す
る
柳
沢

淇
園
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
の
で
す
。
正
綱
は
淇

園
の
絵
は
誰
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
か
と
問
わ
れ
、
四
駅
の
井

島32
の
隠
居
が
余
に
恵
ん
だ
も
の
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
四
駅
は
四
日
市
の
宿
場
（
問
屋
場
）
を
表
し
、
四
日
市
の

町
自
体
を
四
日
市
宿
と
も
呼
ぶ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
四
日
市

の
雅
称
と
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
城
戸
月
庵
が
四
日
市
を
表
す
の
に
、
泗
水
を
使
っ
た
の
は

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
泗
水
が
漢
詩
の
中
で
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
四
日
市
の
表
記
に
三
文
字
を
費

や
す
よ
り
、
二
文
字
の
雅
称
で
表
現
し
た
方
が
詩
的
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
ほ
ど
の
『
寛
政
庚

戌
歳
旦
集
』
は
四
市
、「
傾
蓋
漫
録
」
は
四
駅
と
表
記
し
た

よ
う
に
、
郡
山
藩
を
表
す
の
に
郡
藩
、
京
都
を
表
す
の
に
京

師
や
洛
中
、
菰
野
を
表
す
の
に
菰
山
な
ど
、
文
字
の
イ
メ
ー

ジ
で
土
地
の
印
象
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で

す
。
そ
う
な
る
と
泗
水
に
は
、
四
日
市
が
水
に
ゆ
か
り
の
あ

る
土
地
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、こ
れ
は
そ
う
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
学
芸
（
主
に
泗
水
の
学
）
が
盛
ん
な
地
と
い
う

意
味
と
、
泗
と
四
の
文
字
の
相
似
か
ら
泗
水
と
表
記
し
た
と

み
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
但
し
、
四
日
市
の
光
運
寺
に
あ
っ
た
月
庵
の
墓
碑
銘
（
史

料
三
、
図
六
）
や
、
大
和
郡
山
の
発
志
院
に
残
る
月
庵
の
墓

碑
銘
（
史
料
四
）
に
は
、
四
日
市
の
こ
と
を
泗
水
で
は
な
く

四
日
市
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
月
庵
ゆ
か
り
の
人
に

よ
る
撰
文
な
の
で
、
泗
水
の
表
現
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
自

体
は
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
碑
文
に
は
京
師

や
郡
藩
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

地
名
そ
の
も
の
を
言
い
換
え
る
こ
と
に
抵
抗
は
な
く
、
四
日

市
を
泗
水
と
表
現
す
る
の
に
何
か
躊
躇
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
す
。
儒
学
を
表
す
泗
水
と
い
う
言
葉
で
四
日

市
を
表
す
こ
と
に
、
儒
者
た
ち
は
気
乗
り
し
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

近
代
の
泗
水
の
使
用
例

　
こ
こ
か
ら
は
泗
水
の
使
用
例
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

江
戸
時
代
の
使
用
例
の
多
く
は
漢
詩
文
を
始
め
と
し
て
、
い

わ
ゆ
る
文
化
人
の
使
用
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
た
の
は
前
述
の

通
り
で
す
。
明
治
に
な
る
と
、
ま
ず
は
教
育
、
次
い
で
文
芸

に
お
い
て
泗
水
の
使
用
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
竪
町
（
現
四
日
市
市
中
部
）

の
東
陽
寺
に
泗
水
義
塾
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
昭
和
五
年
版
市

史
で
は
英
語
義
塾
と
の
み
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
五
年

八
月
時
点
で
は
泗
水
義
塾
と
な
っ
て
い
ま
す33
。

　

明
治
十
年
発
行
の
『
納
屋
小
学
開
校
祝
辞
集
』
に
は
、

七
十
人
を
超
え
る
人
々
の
開
校
の
祝
辞
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
に
、
た
だ
一
人
、
四
日
市
学
校
の
補
助
教
員

熊
沢
太
郎
の
祝
辞
に
「
泗
水
ノ
地
タ
ル
ヤ
勢
国
第
一
ノ
佳
港

ヲ
占
メ
人
民
最
輻
輳
ス
」
と
あ
り
、
四
日
市
の
町
を
泗
水
と

表
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
十
一
年
、
名
古
屋
の
青
木
樹
堂
（
一
八
二
五
〜

八
一
）
が
東
京
を
出
発
し
て
東
海
道
を
西
へ
進
む
際
、
四
日

市
で
「
泊
泗
水
駅
玉
川
楼
阻
雨
」
と
い
う
七
言
絶
句
を
詠
ん

で
い
ま
す
。
泗
水
駅
と
い
う
表
現
は
宿
場
町
と
し
て
の
四
日

市
の
こ
と
で
、
玉
川
屋
と
い
う
旅
館
に
泊
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
、
明
治
二
十
年
発
行
の
『
樹
堂
遺
稿
』
に
載
り

ま
す
。

図 6　泊山霊園光運寺墓地
にあった城戸月庵の墓（昭
和 36 年版四日市市史より、
現在は不明）
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明
治
十
二
年
発
行
の
『
団ま

る
ま
る団

珍ち
ん
ぶ
ん聞

第
百
三
十
一
号
』
の
問

題
の
回
答
者
欄
に
「
伊
勢
泗
港
」
と
「
泗
水
胡
逸
如
何
」
の

筆
名
が
載
り
、
両
者
と
も
四
日
市
の
人
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
明
治
十
五
年
発
行
の
『
開
化
算
法
通
書　
上
』
で
は
編
者

の
序
の
最
後
に
「
明
治
十
三
年
仲
春
於
北
勢
泗
水
寓
舎
」
と

あ
り
ま
す
。
編
者
の
長
井
忠
三
郎
は
洞
津
（
津
）
の
人
で
す

が
、
出
版
人
が
四
日
市
の
伊
藤
善
太
郎
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
長
井
が
編
集
の
た
め
に
一
時
、
四
日
市
に
滞
在
し
、

そ
れ
を
泗
水
寓
舎
と
表
し
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

明
治
十
四
年
発
行
の
『
掇
英
園34

如
蘭
吟
草35

』
は
四
日
市

の
教
育
者
大お

お
が賀

旭き
ょ
く
せ
ん

川
（
一
八
一
九
〜
一
九
〇
六
）
の
閲
に
な

る
漢
詩
集
で
、
そ
の
中
に
本
国
人
（
伊
勢
）
堀
田
健
次
郎
の

三
つ
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
春
日
郊
行
」、「
三
滝

橋
納
涼
」、「
泗
水
」で
す
。
そ
の「
泗
水
」を
次
に
載
せ
ま
す
。

泗
水
繁
華
冠

二
勢
国

一
。
街
衢
平
広
画
楼
連
。
請
看
波
止

0

0

0

0

場
中
月

0

0

0

。常
泊
両
三
蒸
気
船

0

0

0

0

0

0

0

。
信然

　
﹅批

点
は
大
賀
旭
川
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
詩
の
眼
目
と
な
る

と
こ
ろ
を
評
し
て
い
ま
す
（
さ
ら
に
高
い
評
価
は
○圏

点

が
付

く
）。
分
か
ち
書
き
の
「
信
然
」
は
、「
そ
の
通
り
」
の
意
味

で
す
。
こ
こ
で
も
四
日
市
の
町
を
泗
水
と
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
漢
詩
集
を
発
行
し
た
書し

ょ
し肆

も
泗
水
書
林
宝
雲
堂36
（
伊

藤
善
太
郎
）
と
い
う
四
日
市
の
書
肆
で
す
。

　
明
治
十
八
年
発
行
の
『
四
日
市
学
校
開
業
一
班
』
は
、
四

日
市
学
校
の
校
舎
の
新
築
を
祝
し
た
式
典
で
披
露
さ
れ
た
祝

辞
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
浜
田
学
校
学
務

委
員
の
三
輪
猶
作
は
四
日
市
学
校
を
「
泗
水
校
」
と
呼
び
、

浜
田
学
校
長
の
西
村
寔
粛
は
、「
泗
水
ノ
地
ハ
天
下
五
要
港

ノ
亜
位
ヲ
占
メ
卯
酉
水
陸
ノ
咽
喉
」
と
四
日
市
の
町
を
泗
水

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
同
書
に
四
日
市
学
校
を
始
め
と
し
て
四

日
市
と
表
記
す
る
も
の
が
九
十
例
を
超
え
る
こ
と
も
付
け
加

え
て
お
き
ま
す
。

　
明
治
十
九
年
に
八や

ま
き巻

道み
ち
な
り成

に
よ
り
泗
水
商
工
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
同
年
発
行
の
『
大
日
本
全
国
風
雅
の
友 

一
名

風
交
の
手
引
』
や
同
二
十
二
年
発
行
の
『
千
草
叢
誌
』
に
は
、

四
日
市
出
身
や
在
住
の
投
稿
者
が
泗
水
の
誰
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
余
談
で
す
が
、
千
草
叢
誌
の
投
稿
者
の
一
人
に
、
四

日
市
の
泗
水
美
雨
（
泗
水
港
美
雨
、
茅
屋
庵
美
雨
、
四
日
市 

茅
屋
庵
と
も
）
が
い
ま
す
。
漢
字
は
異
な
る
も
の
の
、現
在
、

四
日
市
け
い
り
ん
公
認
バ
ー
チ
ャ
ル
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
泗

水
美み

 
う海37

よ
り
百
二
十
九
年
も
前
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
年
発
行
の
『
於お

い

せ
伊
勢
見み

や

げ
八
芸
八は

っ
し
ゅ
う蒐

九く
し
ゅ
う集

』
は
、

四
日
市
を
中
心
と
し
た
北
勢
の
文
芸
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
も
投
稿
者
の
居
住
地
を
示
す
地
名
に

は
泗
水
や
在
泗
水
が
多
い
で
す
（
第
一
号
三
十
二
人
、
第
二

号
三
十
三
人
、
第
三
号
三
十
四
人
）。
日
永
や
六
呂
見
と
お

ぼ
し
き
人
は
北
勢
と
記
し
、
浜
田
の
一
部
で
あ
る
江
田
の
地

名
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
泗
水
は
大
字
四
日
市
と
意
識
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、『
八
蒐
九
集
』
第
一
号

に
は
、長
唄
と
し
て「
泗
水
の
四
季
」が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

実げ

に
潔

い
さ
ぎ
よき

三み
た
き
が
は

滝
川
の
実げ

に
潔
き
三
滝
川
の
清き

よ
き
泗
水す

い
に

清き
よ

や
か
に
声こ

へ
も
ゆ
た
け
き
白し

ろ
う
を魚

う
り
白
魚
々
々
と
呼よ

ぶ

声こ
へ

も
（
以
下
略
）

と
、
三
滝
川
の
流
れ
を
泗
水
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
じ
く
第
三
号
に
は
、
流
行
群
歌
と
し
て
、

三み
た
き滝

川か
は

清き
よ

き
流な

か
れ
の
甲か

ひ斐
あ
り
て
古ふ

る
き
を
滌そ

ゝ
き
新あ

た
らし

き

進し
ん
ぽ歩

々〳〵
々
と
月つ

き
に
日ひ

に
進す

ゝ
む
泗し

す
ゐ水

の
賑に

ぎ
はい

は
三さ

ん
ふ府

五こ
こ
う港

に
異こ

と
な
ら
ず
（
中
略
）

と
あ
り
、
こ
ち
ら
の
泗
水
は
四
日
市
の
町
そ
の
も
の
を
表
し

て
い
ま
す
。

　
明
治
二
十
二
年
発
行
の
『
近
世
商
工
業
沿
革
略
史　
附
録

名
家
実
伝
』
に
も
、
伊
藤
小
左
衛
門
の
項
に
「
凡
ソ
人
ノ
泗

水
ヲ
過
ク
ル
モ
ノ
ハ
必
ス
此
屹
然
タ
ル
褒
碑
ヲ
諏
訪
詞（

祠
）前

ニ

観
ル
ナ
ラ
ン
」（
ル
ビ
は
筆
者
）
や
「
泗
水
今
日
ノ
盛
況
ヲ

致
シ
タ
ル
ハ
蓋
偶
然
ニ
ア
ラ
ス
」
と
泗
水
が
四
日
市
の
町
の

意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
二
十
三
年
発
行
の『
三
重
名
所
図
絵　
再
版
』で
は
、

「
四
日
市
町 

一
名
泗
水
」
と
紹
介
し
、
同
二
十
六
年
発
行
の

『
三
重
県
下
商
工
人
名
録
』
で
は
、「
四
日
市
町
（
雅
客
ハ
泗

水
ト
称
ス
）」
と
記
し
ま
す
。
ま
た
同
年
に
出
版
さ
れ
た
囲

碁
雑
誌
『
五
連
定
石
』
を
泗
水
堂
が
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
二
十
八
年
発
行
の
『
泗
水
実
業
革
新
論　
附
餅へ

い
ほ畝

漫

録
』
は
森
永
判
四
郞
（
餅
畝
）
の
著
作
で
、
四
日
市
港
や
四

日
市
の
発
展
に
つ
い
て
の
提
言
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
三
十
年
発
行
の
『
田
園
文
学
十
二
号
』
に
載
る
下
田

義よ
し
て
る

天
類
の
「
史
伝　
愛
新
覚
羅
氏
」
の
中
に
は
、
言
葉
の
言

い
換
え
で
人
物
の
品
格
が
変
わ
る
例
と
し
て
「
其
の
甚
し
き

に
至
り
て
は
津
へ
来
る
事
を
洞
津
行
と
云
ひ
四
日
市
行
き
を

泗
水
行
と
云
ひ
て
歓
べ
る
人
も
あ
り
。」
と
記
し
て
い
ま
す
。

当
時
、
下
田
は
伊
勢
神
宮
の
神
職
で
し
た
か
ら
、
こ
う
い
う

表
現
を
使
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
明
治
四
十
年
発
行
の
『
風
俗
画
報
三
五
五
』
に
泗
水
菴
な

る
人
物
の「
伊
勢
四
日
市
」の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
二
年
の
新
聞
『
新
愛
知
』
二
月
二
日
号
の
社
説
「
海

陸
交
通
機
関　

何
ん
ぞ
遺
憾
な
く
利
用
せ
ざ
る38

」
や
同
年

十
月
三
日
の
記
事
「
泗
港
築
港
問
題　
内
蔵
両
省
の
見
解
」

の
中
で
、
四
日
市
港
の
こ
と
を
泗
港
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

泗
港
の
表
記
は
明
治
時
代
に
も
四
日
市
町
の
代
わ
り
に
港
町

四
日
市
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
四
日
市
港
自
体

を
泗
港
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
聞
記
事
は

限
ら
れ
た
紙
面
に
多
く
の
情
報
を
載
せ
る
た
め
に
、
略
語
を
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年　代 用　例 意　味　合　い 出　典
天明 　元（1781） 泗水行、泗水駅、泗水、

泗橋
四日市のこと。漢詩や題に使用。泗橋は三滝橋か。『東帰稿刪』（1803）

寛政年間
（1789 〜 1801）

泗水 四日市のこと。書題。 『寛政泗水郷友録』（1789 〜 1801）

元（1789） 四市 四日市のこと。序、跋、漢詩で使用。 『寛政庚戌歳旦集』（1790）
3（1791） 四水 四日市のこと 『四日市古跡夢扖』（1791）

４（1792） 四駅 四日市のこと 森正綱『傾蓋漫録』（四日市市立博物
館蔵「井島文庫」）

文化　4 〜 5
（1807 〜 08）

泗水 四日市のこと 『改正泗水郷友録』（（1807，08）

文政　   11（1828） 泗水 四日市のこと 「黒澤翁満」（1937）
明治　     5（1872） 泗水義塾開設 四日市のこと。私塾の名称 『近代四日市の幕開け』（1997）

　　10（1877） 泗水ノ地タルヤ勢国第
一ノ佳港ヲ占メ

四日市のこと。四日市学校補助教員熊沢太郎の祝
辞

『納屋小学開校祝辞集』

　　11（1878） 泊泗水駅玉川楼阻雨 四日市のこと。青木樹堂の漢詩 『樹堂遺稿』（1887）
　　12（1879） 伊勢泗港、泗水胡逸如

何
四日市のこと。問題回答者の筆名で、泗港も四日
市町の意味

団団珍聞第 131 号

　　13（1880） 北勢泗水寓舎 四日市のこと。著者の居住地 『開化算法通書上』（1882）
　　14（1881） 泗水 四日市のこと。堀田健次郎の漢詩 『綴英園如欄吟草』

〃 泗水書林宝雲堂 四日市のこと。書肆の店名 上記漢詩集の発行所
　　18（1885） 泗水校、泗水ノ地ハ 四日市学校、四日市のこと。校舎新築式典の祝辞 『四日市学校開業一班』
　　19（1886） 泗水商工会 四日市のこと。団体名。八巻道成により設立 『帝国新豪傑美談（1894）』

〃 泗水○○ 四日市在住の意味。投稿者の筆名 『大日本全国風雅の友　一名風交の手
引き』

　　20（1887） 泗水、在泗水
清き泗水に清やかに
進む泗水の賑わいは

四日市在住の意味。
三滝川の流れの意味。長唄
四日市のこと。流行群歌

『於伊勢見八芸八蒐九集』1，2，3 号

　　22（1889） 泗水美雨 四日市在住の意味。投稿者の筆名 『千草叢誌』
〃 泗水ヲ過クルモノハ 四日市のこと。 『近世商工業沿革略史附録名家実伝』

伊藤小左衛門の条
　　23（1890） 四日市町　一名泗水 四日市のこと 『三重名所図会再版』
　　26（1893） 四日市町（雅客ハ泗水

ト称ス）
四日市のこと 『三重県下商工人名録』

〃 泗水堂 四日市のこと。囲碁誌の印刷所名 『五連定石』
　　28（1895） 泗水実業革新論 四日市のこと。書名 『泗水実業革新論附餅畝漫録』
　　30（1897） 四日市行きを泗水行と

云ひて
四日市のこと。下田義天類「史伝愛新覚羅氏」 『田園文学』12 号

　　40（1907） 泗水菴 四日市在住の意味。記事「伊勢四日市について」
の筆者

『風俗画報』455 号

大正  　   2（1911） 泗港 四日市港のこと 新聞『新愛知』２月 2 日、10 月 3 日
　　  5（1916） 泗水俳句会、泗水吟社 四日市のこと。詩歌の結社 『大正三重雅人史』
　　  6（1917） 泗水 四日市のこと。 『丙辰詩存』服部擔風の漢詩

〃 泗商 四日市商業学校のこと 『柔道』3 月号
　　  8（1919） 泗水建物株式会社 四日市のこと。会社名 『四日市統計要覧』（1923）
　　  9（1920） 三泗牛馬商組合 三重郡と四日市のこと。団体名 『三重県の畜産』
　　11（1922） 泗三請負業組合、泗水

焼、泗水病院
三重郡と四日市のこと。団体名、製品名 『三重県肖像録』

　　13（1924） 三泗電機商会 三重郡と四日市のこと。会社名 『大日本帝国商工信用録改訂増補 37 版
東海之巻』

　　14（1925） 三泗労働共済組合 三重郡と四日市のこと。団体名 『日本労働年鑑』（1926）
昭和 　  10（1935） 泗水俳句研究会 四日市のこと。詩歌の結社。 『四日市図書館報』82

22（1947） 三泗百貨店株式会社 三重郡と四日市のこと。会社名 『商工信用録昭和 27 年度版』

表 1　四日市の雅称の使用例　出典の刊行年と異なるものは本文の内容で判断しました。これらの多くは国立国会図書館デジ
タルコレクションで確認できます。なお、上記は資料で確認できたものの一部であり、四日市の雅称の使用例が上記に限られ
るものではありません。



8

用
い
る
こ
と
が
多
く
、
四
日
市
港
の
略
語
に
四
つ
の
港
と
読

め
る
四
港
で
は
な
く
、
四
日
市
の
意
味
を
持
つ
と
認
知
さ
れ

る
泗
の
文
字
の
泗
港
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
発
行
の
『
大
正
三
重
雅
人
史
』

に
は
、
こ
の
頃
の
三
重
県
の
文
化
活
動
の
様
子
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
三
年
、
清
水
鹿ろ

く
せ
い聲

が
泗
水
俳

句
会
を
興
し
た
と
あ
り
、
こ
の
頃
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
も

同
会
か
ら
の
投
稿
が
み
ら
れ
ま
す
。
鹿
聲
は
俳
画
で
は
水
谷

百ひ
ゃ
く
せ
き

碩
や
出
口
對た

い
せ
き石

ら
を
師
友
と
し
ま
し
た
。
そ
の
對
石
は
泗

水
俳
句
会
の
同
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
同
五
年
に「
桑

村
の
つ
く
れ
る
泗
水
吟
社
あ
り
」
と
、
伊
藤
桑そ

う
そ
ん村

の
結
社
の

名
称
に
泗
水
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
『
大
正
三
重
雅
人
史
』
は
同
七
年
発
行
の
『
三
重
県
史
』

に
引
き
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
六
年
発
行
の
服
部
擔た

ん
ぷ
う風

（
一
八
六
七
〜
一
九
六
四
）

の
『
丙
辰
詩
存
』
に
は
、
泗
水
吟
社
に
赴
く
途
上
に
詠
ん
だ

詩
が
あ
り
、地
名
と
し
て
泗
水
（
四
日
市
）
と
長
洲
（
長
島
）

が
出
て
き
ま
す
。

　

同
年
の
『
柔
道39

』
三
月
号
に
は
、
四
日
市
商
業
柔
道
大

会
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、「
泗
商
に
て
」
と
か
「
泗
商
」
の

表
記
が
あ
り
ま
す
。

　
大
正
九
年
、
三
重
県
内
務
部
発
行
の
『
三
重
県
の
畜
産
』

に
は
、
三
泗
牛
馬
商
組
合
の
広
告
が
載
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ

る
と
、
維
新
前
か
ら
朝
明
三
重
両
郡
で
組
織
し
て
い
た
組
合

が
、
同
二
年
一
月
に
四
日
市
市
を
加
え
、
名
称
を
三
泗
牛
馬

商
組
合
と
命
名
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　
大
正
十
一
年
の
『
三
重
県
肖
像
録
』
に
は
泗
三
請
負
業
組

合
の
名
称
が
載
り
ま
す
。
ま
た
泗
水
焼
と
い
う
製
品
名
や
泗

水
病
院
が
載
り
ま
す
。

　
大
正
十
二
年
の
『
四
日
市
統
計
要
覧
』
に
は
泗
水
建
物
株

式
会
社
の
創
立
が
同
八
年
と
あ
り
ま
す
。

　
大
正
十
三
年
発
行
の
『
大
日
本
帝
国
商
工
信
用
録
改
訂
増

補
三
七
版
東
海
之
巻
』
に
は
三
泗
電
機
商
会
が
載
り
ま
す
。

　
三
泗
労
働
共
済
組
合
が
大
正
十
四
年
に
設
立
を
計
画
し
た

こ
と
が
、
同
十
五
年
発
行
の
『
日
本
労
働
年
鑑
』
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
の
『
四
日
市
図
書
館
報

八
十
二
』
に
は
泗
水
俳
句
研
究
会
と
い
う
結
社
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
二
年
に
三
泗
百
貨
店
（
現
ス
ー
パ
ー
サ
ン
シ
）

が
創
業
し
た
こ
と
が
、『
商
工
信
用
録
昭
和
二
十
七
年
度
版
』

に
載
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
か
ら
、
泗
水
を
四
日
市
の
異
称
と
す
る
例
は
明
治

時
代
に
盛
ん
に
な
り
、
さ
ら
に
泗
の
一
字
で
も
四
日
市
を
表

し
、
四
日
市
港
を
泗
港
、
四
日
市
商
業
学
校
を
泗
商
と
略
称

す
る
こ
と
や
、三
重
郡
と
四
日
市
市
の
地
域
を
三
泗
（
泗
三
）

と
称
す
る
こ
と
が
、
遅
く
と
も
大
正
時
代
に
は
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
代
に
お
い
て
も
、
四
日
市
市
立
図
書
館
が
昭
和
五
十
八

年
に
文
化
情
報
誌
『
泗
水
』、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に

郷
土
作
家
研
究
紀
要『
泗
楽
』、翌
七
年
に
図
書
館
報『
泗
泉
』

の
刊
行
を
始
め
た
り
、
平
成
六
年
に
鵜
の
森
公
園
内
に
開
設

さ
れ
た
市
民
茶
室
が
公
募
に
よ
り
「
泗
翠
庵
」
と
命
名
さ
れ

た
り
、
ま
た
平
成
十
七
年
に
は
、
四
日
市
市
上
下
水
道
局
が

水
道
水
と
し
て
使
っ
て
い
る
地
下
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰

め
て
「
泗
水
の
里
」
と
し
て
発
売
す
る
な
ど
、
し
す
い
の
発

音
や
泗
水
の
表
記
だ
け
で
な
く
、「
泗
○
」
の
よ
う
な
泗
の

文
字
を
使
っ
た
四
日
市
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
名
称
が
使
わ
れ

続
け
て
い
ま
す
。

諏
訪
神
社
の
孔
子
像
に
つ
い
て

　
諏
訪
神
社
に
孔
子
（
文
宣
王
）
像
が
あ
っ
た
こ
と
は
す
で

に
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
寄
進
し
た
原は

ら

文ぶ
ん
ほ甫

（
諱
は
淵
、

字
を
潜
玉
、
号
に
迪て

き
さ
い斎

や
文
甫
）
に
つ
い
て
は
、
文
化
四
〜

五
（
一
八
〇
七
〜
〇
八
）
年
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
『
改
正
泗

水
郷
友
録
』
に
詩
文
家
、
医
師
、
生
花
、
洒
落
の
人
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
以
外
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

今
回
の
調
査
に
際
し
て
、
諏
訪
神
社
神
職
の
生
川
鐵て

つ
た
だ忠

（
一
八
五
三
〜
一
九
一
七
）
が
著
わ
し
た
『
蘋ひ

ん
藻そ

う
集し

ゅ
う』40（

明
治

二
十
六
〈
一
八
九
三
〉
年
刊
）
が
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、文
甫
の
事
跡
が
判
明
す
る（
史

料
七
）
と
と
も
に
、
墓
碑
（
図
七
）
の
現
存
も
確
認
で
き
ま

し
た
。

　
『
蘋
藻
集
』
は
、
原
文
甫
（
一
七
八
四
〜
一
八
三
七
）
が

寄
進
し
た
孔
子
像
を
祀
る
講
義
所（
諏
訪
文
庫
）の
修
復
と
、

文
甫
の
五
十
年
祭
を
挙
行
（
明
治
二
十
二
年
三
月
）
し
た
際

の
記
録
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
序
文
（
史
料

八
）
に
は
、
原
文
甫
が
医
業
の
傍
ら
、
経
史
百
家
の
書
を
講

じ
、
諏
訪
文
庫
（
図
八
）
を
創
建
し
た
こ
と
。
そ
し
て
「
文

図 7　原文甫の墓（泊山霊園松月
庵墓地に現存する）
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宣
王
像
与
所

レ
講

二
経
史
百
家
之
書

一
今
猶
存
焉
（
文
宣
王
像

と
経
史
百
家
の
書
を
講
ず
る
所
今
な
お
存
せ
り
）
翁
逝
五
十

年
有

二
其
跡

一
無

二
其
人

一
（
翁
逝
き
て
五
十
年
、
そ
の
跡
あ
り

て
、そ
の
人
な
し
）」（
訓
点
は
筆
者
）。
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
孔
子
像
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
神
社
庁
所
蔵
の
「
神
社
宝

物
古
文
書
目
録
」（
明
治
十
二
年
）
の
諏
訪
神
社
の
条
に
、

他
の
宝
物
と
と
も
に
、

　
　
一
孔
夫
子
像　
一
体

　
　
　
　
天
保
三
年
三
月
四
日　
原
文
甫
寄
附

と
記
さ
れ
、同
様
の
「
第
一
種
古
社
調
書
四
日
市
ノ
分
」（
明

治
二
十
九
年
、
三
重
県
神
社
庁
所
蔵
）
に
は
、

　
　
一
文
宣
王
像　
壱
体

　
　
　
唐
木
作
者
不
詳

　
　
一
同
厨
子

　
　
　
唐
木
寄
木
細
工
庄
五
郎
作
ト
伝
フ

　
　
　
右
天
保
三
年
三
月
原
文
甫
奉
納

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
諏
訪
文
庫
の
創

建
は
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
明

治
二
十
二
年
の
五
十
七
年
前
の
こ
と
で
す
。
原
文
甫
が
亡
く

な
っ
た
の
が
天
保
八
年
で
す
か
ら
、
文
甫
は
諏
訪
文
庫
を
創

建
し
た
後
も
、
文
庫
で
経
史
百
家
の
書
を
講
じ
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

菊
池
五
山41

の
撰
に
な
る
墓
碑
銘
（
史
料
七
）
に
は
「
距

レ

今
三
十
六
年
君
猶
弱
齢
就

レ

余
学

レ

詩
（
今
を
距
つ
こ
と

三
十
六
年
、
君
な
お
弱
齢
に
し
て
余
に
つ
き
詩
を
学
ぶ
）」

（
訓
点
は
筆
者
）
と
あ
り
、
五
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
文
甫

が
十
八
歳
の
頃
に
詩
を
学
び
始
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
四
日
市
が
郡
山
藩
領
か
ら
幕
府
直
轄
地
に
変

わ
っ
た
直
後
に
当
た
り
ま
す
。

　
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
孔
子
像
は
四
日
市
が
郡
山
藩
領

だ
っ
た
頃
は
藩
の
役
所
か
儒
者
の
家
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
幕

府
直
轄
地
と
な
っ
て
か
ら
は
、
像
を
四
日
市
に
残
し
て
も

ら
っ
た
う
え
で
、
原
文
甫
が
医
業
の
傍
ら
経
史
百
家
の
書
を

講
じ
て
い
た
が
、
文
甫
が
高
齢
に
な
っ
た
た
め
、
諏
訪
神
社

境
内
に
孔
子
像
を
祀
る
文
庫
を
創
建
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
四
日
市
が
寛
政
年
間
前
後
に
学
芸
が
大
い
に
盛
ん
に
な
っ

た
の
は
、
郡
山
藩
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
た
後
の
学
芸
的
気
風

は
、
原
文
甫
を
始
め
と
す
る
四
日
市
の
町
人
の
力
で
維
持
継

続
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
明
治
の
半
ば
に
至
り
、

そ
う
し
た
学
芸
的
気
風
も
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
生
川
鐵
忠
が

諏
訪
神
社
の
神
職
と
な
っ
て
か
ら
、
文
甫
の
事
跡
、
四
日
市

の
学
芸
的
気
風
を
引
継
ぐ
た
め
諏
訪
文
庫
の
復
興
を
企
図
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
資
料
九
）。

　
生
川
鐵
忠
も
ま
た
、
若
く
し
て
和
漢
の
書
に
親
し
み
、
神

宮
教
院
（
現
皇
學
館
大
学
）
の
塾
頭
を
勤
め
た
の
ち
、
諏
訪

神
社
宮
司
と
な
る
と
神
職
の
合
間
に
歴
史
の
考
証
や
和
漢
の

詩
を
詠
ん
だ
よ
う
で
す
。
昭
和
五
年
版
市
史
に
は
、
自
詠
の

和
歌
漢
詩
集
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
明
治
三
十
年
の
火
災
で

失
わ
れ
た
と
あ
り
ま
す42
。
こ
の
火
災
で
諏
訪
文
庫
が
燃
え

た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
が
、
孔
子
像
に
限
れ
ば
昭
和
五

年
版
市
史
に
写
真
が
載
る
こ
と
か
ら
も
、
無
事
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

四
つ
の
井
戸
の
説

　

四
つ
の
井
戸
が
あ
っ
た
と
す
る
説
は
、
管
見
で
は
明
治

四
十
（
一
九
〇
七
）
年
発
行
の
『
四
日
市
志 

附
名
所
案

内43
』（
以
下『
四
日
市
志
』と
い
う
）で
初
め
て
み
ら
れ
ま
す
。

泗
水

9

9

…
四
日
市
を
、
ま
た
泗
水
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。
是

れ
当
地
開
拓
の
初
に
当
り
て
、
人
の
飲
用
に
供
す
べ
き

井
四
つ
あ
り
た
れ
ば
、か
く
い
ふ
な
り
と
ぞ
。
而
し
て
、

四
つ
の
井
と
は
、
清
水
本
陣
、
飯
田
、
建
福
寺
、
及
び

辻
の
惣
井
是
れ
な
り
。
又
、
一
説
に
、
徳
川
氏
の
代
、

漢
文
学
の
隆
盛
を
極
め
た
る
時
に
方
り
て
、
何
事
も
、

支
那
風
に
呼
ぶ
こ
と
、
一
時
の
流
行
と
な
り
し
か
ば
我

か
四
日
市
を
も
、
か
く
支
那
風
に
呼
び
な
し
た
る
な
り

と
い
ふ
。

因
に
云
ふ
、
飯
田
の
井
水
を
用
ひ
て
、
神
酒
を
造
り
、

（
初
め
は
清
水
本
陣
の
井
水
を
も
用
ひ
た
り
し
が
何

時
頃
よ
り
か
、
飯
田
の
井
水
の
み
を
用
ふ
る
に
至
れ

り
）
毎
年
九
月
二
十
五
日
、
諏
訪
神
社
よ
り
、
氏
子

一
統
に
分
配
す
る
を
例
と
す
。
こ
は
享
保
明
和
以
前

よ
り
の
慣
例
な
る
こ
と
記
録
に
明
ら
か
な
り
。

　
昭
和
五
年
版
市
史
に
も
泗
水
の
い
わ
れ
の
記
述
が
あ
り
ま

図 8　磯部百鱗が描く諏訪文庫。諏訪神社境内にあ
る山津見神社の隣に描かれている。（『蘋藻集』口絵。
国立国会図書館デジタルコレクションより）
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す44
。（

前
略
）
大
字
四
日
市
は
雅
名
を
泗
水
の
里
と
称
す
。

其
の
起
源
は
左
記
四
ヶ
所
の
井
あ
る
に
基
く
と
伝
へ
ら

れ
て
ゐ
る
。

南
町
飯
田
勘
之
助
方
裏
の
井

建
福
寺
壺
の
内
の
井

北
町
辻
加
藤
時
計
店
裏
の
井

竪
町
森
太
薬
店
前
に
あ
つ
た
井

右
の
内
森
太
薬
店
前
に
あ
つ
た
井
は
街
路
交
通
の

妨
と
な
つ
た
の
で
明
治
十
七
年
頃
埋
め
た
と
い

ふ
。

　
北
町
辻
の
加
藤
時
計
店
は
清
水
本
陣
の
場
所
に
あ
た
る
の

で
、
裏
の
井
戸
が
『
四
日
市
志
』
に
い
う
清
水
本
陣
の
井
戸

と
な
り
、
辻
の
惣
井
は
竪
町
森
太
薬
店
前
の
井
戸
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
辻
の
惣
井
が
明
治
十
七
年
頃
に
埋
め

ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
四
日
市
志
』
は
一
切
触
れ
て
い

な
い
点
は
若
干
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　
『
四
日
市
志
』
に
記
さ
れ
た
当
地
開
拓
の
初
め
に
人
の
飲

用
に
用
い
ら
れ
た
四
つ
の
井
戸
の
説
で
す
が
、
も
し
そ
れ
が

事
実
と
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
早
い
時
期
に
泗
水
の
表
記
が

使
わ
れ
て
い
て
も
良
さ
そ
う
な
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
寛

永
二
十
（
一
六
四
三
）
年
に
林
羅
山
が
東
海
道
を
旅
し
た
折

の
紀
行
文
『
癸
未
紀
行
』
に
は
「
四
日
市
場
」
と
表
記
さ
れ
、

寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
の
松
井
可
楽
の
『
東
行
日
記
』
に

は
「
四
日
市
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
の
旅
日

記
を
見
て
も
「
四
日
市
」
以
外
の
表
記
を
見
つ
け
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
す
。

　
辻
の
惣
井
を
埋
め
た
時
期
を
明
治
十
七
年
頃
と
す
る
と
、

そ
れ
か
ら
『
四
日
市
志
』
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
四

つ
の
井
戸
説
が
生
ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明

治
十
年
代
以
降
、
泗
水
の
使
用
例
が
増
え
続
け
て
、
認
知
度

が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
由
来
と
な
る
も
の
が
必
要
と

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
泗
水
の
里
」
の
表
記
は
、
こ
の
昭
和
五
年
版
市

史
が
初
出
の
よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た「
泗
水
の
里
」

が
表
れ
た
の
は
、
頼
山
陽
（
一
七
八
〇
〜
一
八
三
二
）
が
文

化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
四
日
市
を
訪
れ
た
際
、こ
こ
を
「
泗

水
の
里
」
と
詩
に
詠
ん
だ
と
い
う
地
元
の
話
に
由
来
す
る
よ

う
で
す
。
そ
の
話
は
、昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
当
時
、

四
つ
の
井
戸
の
う
ち
唯
一
現
存
す
る
建
福
寺
の
井
戸
を
四
日

市
市
の
文
化
財
（
記
念
物
）
に
指
定
す
る
際
の
記
録
に
残
っ

て
お
り
、
当
時
の
担
当
者
が
そ
の
話
を
確
認
す
る
た
め
、
山

陽
の
詩
を
探
し
た
も
の
の
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
も
記
さ
れ

て
い
ま
す45
。
頼
山
陽
が
文
化
十
年
、
三
十
四
歳
の
時
に
四

日
市
を
訪
れ
た
の
は
事
実
で
す
が
、
四
日
市
を
詠
ん
だ
も
の

は
管
見
で
は
史
料
十
の
詩
の
ほ
か
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
も

し
、こ
の
「
泗
水
の
里
」
を
詠
ん
だ
詩
が
存
在
す
れ
ば
、「
泗

水
の
里
」
の
最
古
の
例
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
三
十
六
年
発
行
の
四
日
市
市
史
に
は
、
幕
末

頃
に
文
人
墨
客
に
よ
っ
て
盛
ん
に
泗
水
の
表
記
が
用
い
ら
れ

た
と
記
し
、
昭
和
五
年
版
市
史
と
同
様
、
江
戸
時
代
初
期
に

遡
る
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
由
来

は
昭
和
五
年
版
市
史
と
同
様
、
四
つ
の
井
戸
説
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
少
し
異
な
る
の
は
、
南
町
の
飯
田
勘
之
助
方
裏
の

井
戸
が
当
時
の
所
有
者
と
思
わ
れ
る
黒
川
信
章
方
裏
の
井
戸

に
変
わ
り
、
北
町
辻
の
井
戸
が
元
加
藤
時
計
店
裏
の
井
戸
と

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
四
つ
の
井
戸
の
内
、
現
存
す
る

の
は
建
福
寺
の
壺
の
内
の
井
戸
の
み
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
昭
和
五
年
か
ら
三
十
年
余
り
の
間
に
、
さ
ら
に
二

つ
の
井
戸
が
無
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
泗
水
の
里
は
と
も
か
く
、
泗
水
が
四
つ
の
井
戸
に
由
来
す

る
と
い
う
説
は
、
残
さ
れ
た
史
料
や
使
用
例
と
し
て
確
認
さ

れ
た
年
代
、
そ
し
て
そ
の
井
戸
に
対
す
る
評
価
の
低
さ
か
ら

み
て
も
信
じ
が
た
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
泗
水
と
い
う
言
葉
は
、
文

学
的
な
雅
称
と
し
て
四
日
市
を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に

由
来
の
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
強
い
て
あ
る
と
す
れ

ば
、
郡
山
藩
領
時
代
に
培
わ
れ
た
四
日
市
町
の
人
々
の
学
芸

的
気
運
が
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
前
期
（
主
に
寛
政
年

間
前
後
）
に
大
い
に
隆
盛
し
た
こ
と
が
底
流
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　
四
日
市
の
中
心
に
四
つ
の
井
戸
が
あ
っ
た
と
い
う
説
は
こ

う
し
た
学
芸
的
な
素
養
を
修
め
た
人
々
の
時
代
が
過
ぎ
去

り
、
迷
信
や
旧
弊
を
改
め
る
文
明
開
化
の
時
代
に
、
近
代
的

な
教
育
を
受
け
た
人
々
の
、
何
に
で
も
科
学
的
な
根
拠
を
求

め
よ
う
と
す
る
要
請
に
応
え
た
牽
強
付
会
、
つ
ま
り
は
故
事

付
け
だ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
今
後
は
、

そ
の
よ
う
な
伝
承
が
生
ま
れ
た
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
の
考
察
を
通
じ
て
、
図
ら
ず
も
四
日
市
の
学
芸
的
雰

囲
気
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近
は
聞
か
れ

な
く
な
り
ま
し
た
が
、「
四
日
市
は
文
化
不
毛
の
地
」
と
い

う
表
現
が
昭
和
時
代
の
後
期
か
ら
平
成
の
中
頃
ま
で
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
を
四
日
市
に
は
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
が
な
い
と
か
、
産
業
優
先
の
町
だ
か
ら
と
語
る
人
も

い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
歴
史
的
な
事
実
に
目
を
背
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後
註

1　

一
六
〇
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
葡
辞
書
』
に
は
「
儒じ

ゅ
と
う道

」
と

「
儒じ

ゅ
し
ゃ者

」
の
み
が
掲
載
さ
れ
、
儒
学
、
儒
教
、
泗
水
、
泗
上
、
洙
泗
の

言
葉
は
載
ら
な
い
。（『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
一
九
八
〇
、
岩
波
書
店
）

2　

洙
泗
と
も
。
泗
水
と
洙
水
は
共
に
、
孔
子
の
故
郷
、
鄹
邑
を
流

れ
る
川
。
転
じ
て
孔
子
の
学
、
儒
学
。

3　

泗
水
の
ほ
と
り
の
意
味
。
孔
子
が
泗
上
で
教
育
に
当
た
っ
た
か

ら
と
い
う
。
孔
子
の
門
人
を
泗
上
の
弟て

い
し子

と
い
う
。

4　

泗
水
は
熊
本
県
菊
池
市
の
旧
泗
水
町
の
他
に
、
足
利
学
校
の
あ

る
栃
木
県
足
利
市
を
流
れ
る
渡
良
瀬
川
を
泗
水
と
呼
ぶ
ほ
か
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
バ
ヤ
の
漢
字
表
記
が
泗
水
な
ど
、
四
日
市
に
特
有

の
も
の
で
は
な
い
。
国
内
で
泗
水
が
使
わ
れ
て
い
る
所
、
は
い
ず
れ

も
儒
学
や
孔
子
に
由
来
（
洒
落
も
含
め
て
）
し
て
い
る
。

5　

三
重
県
は
一
般
的
に
県
内
を
北
勢
、
中
勢
、
南
勢
、
伊
賀
、
東

紀
州
の
五
地
域
に
分
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
北
勢
で
は
桑
員
、
三
泗
、

鈴
亀
の
よ
う
に
、
郡
市
町
名
な
ど
で
分
け
て
呼
ん
で
い
る
。

6　

現
在
の
四
日
市
市
中
部
一
八-

五
付
近
。
四
日
市
旧
港
へ
続
く

竪
町
通
り
と
東
海
道
が
交
わ
る
場
所
。
江
戸
時
代
に
高
札
場
が
あ
っ

た
こ
と
が
名
の
由
来
。

7　
『
四
日
市
市
史
』
五
三
三
頁
、
一
九
三
〇
、四
日
市
市
教
育
会

8　

こ
の
随
筆
は
幕
末
頃
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
燕
石
十
種
』
に
も
採

録
さ
れ
る
な
ど
、
そ
れ
な
り
に
流
布
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
正
九

年
発
行
の
『
新
従
吾
所
好
第
二
編
完
本
独
寝
』
に
は
燕
石
十
種
に
載

る
も
の
は
西
村
馬
曹
蔵
本
系
の
残
欠
本
で
あ
る
と
記
す
。
写
本
と
し

て
残
る
物
の
多
く
も
燕
石
十
種
本
系
統
で
あ
る
。
岡
田
甫
著
『
奇
書
』

（
一
九
六
四
年
刊
）
九
三
頁
に
「
な
お
『
独
寝
』
の
ほ
ん
と
う
の
意
味

で
の
完
本
は
、
大
和
郡
山
市
在
住
の
水
木
直
箭
氏
の
校
訂
で
、
近
世

庶
民
文
化
研
究
所
か
ら
最
近
上
梓
さ
れ
て
い
る
。」
と
記
し
、
現
在
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（「
ひ
と
り
ね
」
で
登
録
）

で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

9　

寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
刊
。
江
戸
時
代
の
人
物
百
人
余
の
伝

記
を
五
巻
に
ま
と
め
る
。
掲
載
の
人
物
は
隠
士
、
文
人
、
町
人
、
農

民
に
及
ぶ
。
な
お
、
続
編
と
し
て
三
熊
花
顛
が
著
し
た
『
続
近
世
畸

人
伝
巻
二
』（
寛
政
十
〈
一
七
九
八
〉
年
刊
）
に
は
伊
勢
国
三
重
郡
松

本
村
の
古
谷
久
語
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

10　
成
立
年
未
詳
。
太
田
南
畝
の
寛
政
七
年
の
題
言
が
載
る
。『
日
本

随
筆
大
成
第
二
期
第
十
二
巻
』
七
二
一
頁
、
一
九
二
九
、
日
本
随
筆

大
成
刊
行
会

11　

馬
曹
の
師
の
美う

ま
き樹

と
は
歌
人
・
国
学
者
の
加
藤
宇
万
伎

（
一
七
二
一
〜
七
七
）
の
こ
と
。

12　
四
日
市
宿
（
問
屋
場
）
の
役
人
（
駅
長
）
で
庄
右
衛
門
と
も
書
く
。

寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
刊
の
『
東
海
道
名
所
図
会
』
四
日
市
の
条

に
あ
る
寛
政
七
年
五
月
作
の
「
那
古
浦
蜃
楼
記
」
と
い
う
四
百
十
一

文
字
に
及
ぶ
漢
文
は
、
名
所
図
会
の
編
著
者
秋
里
籬
島
に
頼
ま
れ
て

馬
曹
が
記
し
た
も
の
。
ま
た
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
に
太
田
南
畝

が
大
坂
へ
の
旅
の
途
中
、
四
日
市
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
馬
曹
が
昨
年

秋
に
亡
く
な
っ
た
と
聞
き
、「
長
亭
短
亭
生
死
路
、
東
去
西
去
馬
蹄
塵
、

光
陰
百
代
為
過
客
、
天
地
誰
非
逆
旅
人
」
と
い
う
詩
を
作
っ
て
い
る
。

（『
改
元
紀
行
』）

13　
国
立
国
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
『
独
寝
（
ひ
と
り
ね
）』
の
写

本
は
三
本
（
一
つ
は
燕
石
十
種
の
写
本
）
確
認
で
き
る
が
、
い
ず
れ

も
燕
石
十
種
本
系
。

14　

新
従
吾
所
好
第
二
編
『
独
寝
』
二
四
二
頁
、
一
九
二
〇
、
従
吾

所
好
社

15　
『
老
伴
集
』
は
西
村
馬
曹
の
父
母
の
長
寿
を
祝
っ
た
歌
集
で
、
寛

政
元〈
一
七
八
九
〉年
の
刊
行
。
序
は
城
戸
月
庵
が
天
明
八
年
に
記
す
。

16　
『
四
日
市
市
史
』
四
九
一
頁
、
一
九
三
〇
、四
日
市
市
教
育
会

17　
『
東
帰
稿
刪
』
の
月
庵
の
自
叙
に
は
、
同
郷
（
三
重
郡
日
野
村
）

の
後
藤
重
栄
〈
木
卿
〉
が
出
版
費
用
の
助
力
を
申
し
出
た
と
あ
る
。

弟
杉
山
重
水
が
記
す
跋
に
は
、
当
初
の
助
力
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

月
庵
没
後
に
義
兄
後
藤
木
卿
の
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。

18　
龍
草
廬
（
諱
は
公
美
）
は
京
都
伏
見
の
人
で
漢
詩
人
、
儒
学
者
。

本
名
は
龍た

つ
み見

だ
が
中
国
風
に
龍
と
称
し
た
。
一
時
、
近
江
彦
根
藩
儒

を
勤
め
た
。

19　
『
四
日
市
市
史
』
四
九
二
〜
四
九
四
頁
所
収
、
一
九
三
〇
、四
日

市
市
教
育
会

20　
『
四
日
市
市
史
第
十
巻
史
料
編
近
世
Ⅲ
』
九
一
三
〜
九
三
九
頁
所

収
、
一
九
九
六
、四
日
市
市

21　
『
四
日
市
大
学
論
集
第
五
巻
第
一
号
』（
一
九
九
二
）
及
び
第
六

巻
第
一
号
（
一
九
九
三
）
い
ず
れ
も
四
日
市
大
学
学
会
。
ま
た
第
四

巻
第
二
号
（
一
九
九
二
）
の
「
小
林
家
の
『
書
物
目
録
』」
の
中
で
、『
東

海
道
人
物
志
』
に
載
る
四
日
市
の
文
化
人
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、

け
、
目
の
前
に
あ
る
も
の
だ
け
を
評
価
し
て
理
解
し
た
と
考

え
る
短
絡
的
な
見
方
に
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
諏
訪
文
庫
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
あ
る
い
は
空
襲
に

遭
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
認
識
も
変
わ
っ
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
市
立
博
物
館
は
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
の
発
足
以
来
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
、
こ
の
地
域

の
貴
重
な
資
料
を
数
多
く
収
蔵
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
資
料
は
、
四
日
市
が
文
化
不
毛
の
地
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
静
か
に
、
し
か
し
力
強
く
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
四
日
市
の
市
民
や
四
日
市
を
愛
す
る
人
々
の
学
芸
的
気
風

を
下
支
え
（
現
代
風
に
い
う
と
学
術
、
教
育
、
文
化
の
発
展

に
寄
与
）
す
る
た
め
に
、
市
立
博
物
館
は
こ
れ
か
ら
も
こ
の

地
域
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
収
蔵
し
、
後
世
に
確
実
に
継

承
す
る
と
と
も
に
、
資
料
の
持
つ
価
値
を
丁
寧
に
発
信
し
て

い
け
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
せ　
た
け
し
（
学
芸
員　
副
館
長
）
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四
日
市
が
文
化
不
毛
の
地
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら

史
料
を
も
と
に
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
、
東
海
道
の
宿
場
町
の
中

で
は
ひ
と
き
わ
文
化
人
が
多
い
と
述
べ
て
い
る
。

22　
『
四
日
市
大
学
論
集
第
五
巻
第
一
号
』（
一
九
九
二
）

23　
『
続
近
世
畸
人
伝
巻
二
』（
寛
政
十
〈
一
七
九
八
〉
年
刊
）
に
は
、

一
度
読
ん
だ
本
は
記
憶
し
て
忘
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
後
に
は
伊

勢
国
中
の
地
理
や
歴
史
、
産
物
な
ど
を
布
留
屋
草
紙
に
著
し
た
。
君

侯
か
ら
古
谷
の
名
字
を
賜
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

24　
『
四
日
市
市
史
第
十
巻
史
料
編
近
世
Ⅲ
』
八
七
五
〜
八
七
九
頁
所

収
、
一
九
九
六
、四
日
市
市
、『
泗
水
』
№
3
、
１
９
８
５
、四
日
市
市

立
図
書
館

25　

渡
辺
刀
水
（
一
八
七
四
〜
一
九
六
五
）
は
帝
国
陸
軍
中
将
で
、

退
役
後
に
人
物
研
究
家
と
し
て
活
躍
。
刀
水
が
収
集
し
た
幕
末
〜
明

治
の
著
名
人
の
書
簡
約
八
千
五
百
点
は
、
現
在
東
京
都
立
中
央
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

26　

埼
玉
図
書
館
叢
書
第
三
編　

渡
辺
刀
水
著
『
郷
土
の
偉
人
研
究

（
一
）』
六
五
頁
、
一
九
三
七
、
埼
玉
県
立
埼
玉
図
書
館

27　
黒
澤
翁
満
（
一
七
九
五
〜
一
八
五
九
）
は
桑
名
（
の
ち
忍
）
藩
士
。

国
学
者
、
歌
人
で
戯
作
も
書
い
た
。
山
東
京
伝
が
黒
澤
翁
満
に
出
し

た
手
紙
が
、
現
在
東
京
都
立
中
央
図
書
館
に
残
る
。
京
伝
が
執
筆
し

た
『
骨
董
集
』（
一
八
一
四
、一
五
年
刊
）
の
中
に
も
、
翁
満
が
描
い

た
伊
勢
桑
名
の
姫
瓜
の
節
句
と
髪か

づ
ら
こ

葛
子
の
節
句
に
関
す
る
絵
が
載
る
。

28　
『
四
日
市
市
史
第
十
巻
史
料
編
近
世
Ⅲ
』
六
九
三
〜
七
〇
九
頁
、

一
九
九
六
、四
日
市
市
。
人
名
と
み
ら
れ
る
の
は
少
な
く
と
も
三
十
九

人
で
、
そ
の
う
ち
「
寛
政
泗
水
郷
友
録
」
と
重
な
る
人
は
十
五
人
確

認
で
き
る
。

29　

森
正
綱
（
字
は
藤
次
、
号
は
子
紀
）
は
三
重
郡
下
村
（
現
三
重

郡
菰
野
町
下
村
）
の
人
で
、
四
日
市
の
伊
達
茂
伴
（
の
ち
氏
伴
）
と

も
交
渉
が
あ
っ
た
。「
夏
日
林
居
」と「
秋
夜
聞
雨
」の
漢
詩
が
伝
わ
る
。

30　
『
四
日
市
市
史
第
十
巻
史
料
編
近
世
Ⅲ
』、
七
九
〇
〜
七
九
七
頁

所
収
。
傾
蓋
と
は
、
孔
子
が
道
で
偶
然
出
会
っ
た
程
子
と
、
車
を
停

め
て
車ほ

ろ蓋
を
傾
け
終
日
語
り
合
っ
た
故
事
に
ち
な
む
言
葉
。

31　

木
村
蒹
葭
堂
は
文
人
、
画
家
、
収
集
家
、
本
草
家
な
ど
多
芸
多

才
の
人
で
、
家
業
は
造
り
酒
屋
。
寛
政
二
年
、
酒
造
高
超
過
の
罪
で

町
年
寄
役
を
罷
免
さ
れ
、
長
嶋
藩
主
増
山
雪
斎
を
頼
り
家
名
再
興
を

期
す
。
四
年
後
、
大
坂
に
戻
り
文
具
商
を

32　
井
島
家
は
四
日
市
町
の
庄
屋
役
を
伊
達
家
と
共
に
勤
め
る
家
柄
。

江
戸
時
代
の
古
文
書
は
四
日
市
市
指
定
文
化
財
「
井
島
文
庫
」
と
し

て
現
在
四
日
市
市
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
の
「
傾
蓋
漫
録
」

は
森
正
綱
の
自
筆
本
の
み
。
柳
沢
淇
園
の
絵
が
井
島
の
隠
居
か
ら
正

綱
へ
伝
わ
り
、「
傾
蓋
漫
録
」
は
正
綱
か
ら
井
島
家
へ
と
伝
わ
っ
た
こ

と
か
ら
両
者
の
間
柄
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

33　
『
近
代
四
日
市
の
幕
開
け
』
三
五
頁
、
一
九
九
七
、四
日
市
市
立

博
物
館

34　
大
賀
旭
川
の
私
塾
半
学
舎
は
掇
英
園
半
学
舎
と
も
言
っ
た
。

35　
明
治
十
四
年
十
月
、
泗
水
書
林
宝
雲
堂
発
行

36　
明
治
十
年
八
月
に
発
行
し
た
『
通
常
物
問
答 

全
』
で
は
書
肆
名

が
泗
水
宝
雲
堂
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
泗
水
書
林
は
四
日

市
の
書
肆
と
い
う
意
味
で
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

37　

泗
水
美
海
は
二
〇
一
八
年
二
月
の
全
日
本
選
抜
競
輪
の
ポ
ス

タ
ー
に
描
か
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

と
し
て
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
活
動
し
て
い
る
。（
四
日
市
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　
市
長
定
例
記
者
会
見
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
三
日
要
旨
）

38　

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
新
聞
記
事
文

庫
」
参
照

39　
大
正
六
年
三
月
号
、
柔
道
会
本
部

40　

明
治
二
十
六
年
発
行
、
生
川
銕
忠
著
。
明
治
二
十
二
年
三
月
の

序
文
が
あ
る
。

41　

菊
池
五
山
（
諱
は
桐ま

さ
ひ
こ孫

、
字
を
無
絃
、
通
称
に
左
太
夫
、
号
は

五
山
や
娯
庵
、
一
七
六
九
〜
一
八
四
九
）
は
讃
岐
高
松
藩
の
儒
官
の

家
に
生
ま
れ
、
若
く
し
て
昌
平
黌
の
柴
野
栗
山
に
学
ぶ
。
寛
政
十
二

年
「
自
造
の
罪
」
に
よ
っ
て
江
戸
を
離
れ
、数
年
間
関
西
に
滞
在
す
る
。

文
化
二
年
ま
で
の
間
、
四
日
市
伊
達
家
に
寄
寓
す
る
な
ど
の
支
援
を

受
け
た
。
作
家
で
文
藝
春
秋
社
を
創
立
し
た
菊
池
寛
は
五
山
の
傍
系

の
子
孫
。

42　
『
四
日
市
市
史
』
六
九
六
頁
、
一
九
三
〇
、四
日
市
市
教
育
会
。

三
重
県
神
社
庁
所
蔵
の
『
神
社
宝
物
古
文
書
目
録
』（
一
八
七
九
）
は
、

明
治
三
十
年
三
月
廿
三
日
の
火
災
で
焼
失
し
た
宝
物
を
六
月
十
五
日

付
で
目
録
か
ら
抹
消
し
て
い
る
。

43　
著
者
兼
発
行
人
伊
藤
善
太
郎

44　
『
四
日
市
市
史
』
二
一
四
頁
、
一
九
三
〇
、四
日
市
市
教
育
会

45　

四
日
市
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
文
化
課
石
毛
彩
子
学
芸

員
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

参
考
文
献

『
四
日
市
志
』
伊
藤
善
太
郎
、
一
九
〇
七

『
四
日
市
市
史
』
四
日
市
市
教
育
会
、
一
九
三
〇

『
四
日
市
市
史
』
四
日
市
市
、
一
九
六
一

『
四
日
市
市
史　
第
十
巻
史
料
編
近
世
Ⅲ
』
四
日
市
市
、
一
九
九
六

『
四
日
市
市
史　
第
十
七
巻
通
史
編
近
世
』
四
日
市
市
、
一
九
九
九

『
近
代
四
日
市
の
幕
開
け
』
四
日
市
市
立
博
物
館
、
一
九
九
七

『
大
和
郡
山
市
史　
本
編
』
大
和
郡
山
市
、
一
九
六
六

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

国
文
学
研
究
資
料
館
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
新
聞
記
事
文
庫
」

早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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史
料
編
　

訓
点
や
竪
点
は
掲
載
書
の
通
り
に
翻
刻
、
但
し
（
　
）
内
や
傍
線
は
筆
者

史
料
一
　『
東
帰
稿
刪
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

（
表
紙
題
箋
）

東
帰
稿
刪　
完

（
表
紙
裏
）

城
戸
芙
蓉
先
生
著

東
帰
稿
刪

平
安
書
肆　
玉
樹
堂
発
行

東
帰
詩
刪
叙

魯
論
夫
子
有
云
知
之
者
不
若
好
之
者
好
之
者
不
若
楽
之
者
愚
妄
加
一
言
曰
楽
之
者

不
若
忘
之
者
夫
好
之
固
可
也
而
楽
之
者
大
矣
未
若
忘
之
者
忘
之
者
与
之
化
也
郡
山

城
戸
生
示
東
帰
詩
刪
且
求
題
言
首
簡
夫
草
廬
氏
当
時
俊
也
読
其
泗
水
行
評
之
寔
顕

行
本
色
白
香
山
惟
処
不
啻
也
此
非
楽
之
而
安
得
此
惟
称
乎
余
熟
談
此
集
近
体
律
絶

刻
意
滄
溟
氏
高
華
典
麗
得
其
一
体
者
也
世
嘗
著
詩
話
有
言
善
学
于
鱗
不
背
于
鱗
不

背
于
鱗
者
忘
之
者
也
忘
之
者
思
探
溟
海
不
墜
魔
境
今
也
城
戸
生
為
京
邸
吏
司
時
来

互
陽
春
社
盟
夫
好
之
楽
之
者
君
既
已
能
之
請
自
今
学
忘
之
者
邪
因
題
数
言
期
其
余

美
云

　
天
明
壬（

二
年
）寅

秋
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
邱　
芥
煥　
撰　
（
芥
川
丹
邱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
芥
煥
之
印
」「
彦
章
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男　
　
重
敬　
書　
（
龍
玉
淵　
草
廬
の
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
龍
淵
」「
貞
美
氏
」

東
帰
稿
刪

　
　
郡
藩　
　
　
　
　
　
　
城
戸
賢
公
賢
父
著

辛（
天
明
元
年
）

–

丑
之–

秋
予
浴ス

ル
二

温–

泉ニ

於
但–

馬ニ
一

之–

時
夢ム

東シ

帰
二

故
園ニ

一

途—

謁シ
二

龍
先
生ニ

於

緑–

鴨–

川–

上ニ
一

歴レ
江ヲ

到リ
レ

勢ニ

来–

二

往シ

其ノ–

間ニ
一

前–

後
長–

短
巴–

調
数–

十–

首
為

レ

編ヲ

焉
嗚–

乎
奇ナ

ル–

哉
予カ–

詩ハ

則チ

鄭–

人ノ

之
鹿
歟カ

若–

夫
レ

蔵シ
テ
ハ

二

之ヲ

隍–

中ニ
一

則
無ク

ト

モ
レ

労ス
ル

二

士–

師ノ

之
夢ヲ

一

然モ

有ン
コ
ト
ハ

レ

忘ル
ヽ
コ
ト

二

所ノ
レ

蔵
之
処— ヲ

一

則
不レ
可レ
知ル

也
幸ニ

有リ
二

同–

郡

ノ

後–

藤–

重–

栄
字ハ

木
卿ナ

ル

者一
請

下

出シ
二

其ノ

槖–

装ヲ
一

助ケ
レ

費ヲ

上ン
ト

上
レ

木ニ

遂ニ–

趣ニ

命ス
ト

レ

工ニ

云
尓

　
　
留–

二

別ス

保–

坂
子–

文ニ
一

鳳–

楼
簷–

近シ

古–

皇–

州
緑–

酒
如ク

ニ
シ
テ

レ

河ノ

送ル
二

客ノ–

遊ヲ
一

砧–

杵
丁–

東タ
リ

陰–

雨ノ

夜
関–

山
迢–

逓タ
リ

白–

楡ノ

秋
鏡–

中
已ニ–

見ル

潘–

郎カ

髩
嚢
裡
元ト–

無シ

季
子カ

裘
揺–

落
為ニ

レ

無ヌ
ル
カ

二

生–

遠–

別ヲ
一

三–

更
酔–

臥シ
テ

未タ
レ

堪ヘ
レ

愁ニ

　
　
重テ

留–

二

別ス

子–

文ニ
一

分–

韻

秋–

夕
悲ン

テ
レ

秋ヲ

臨ミ
二

路–

岐ニ
一

客–

中
為テ

レ

客ト

涙
堪タ

リ
レ

垂ル
ニ

不レ
知
明–

日
登–

高ノ

会
多–

少ノ

茱–

萸
挿ン

テ

向ハ
ン

レ

誰ニ
カ

　
　
留–

二

別
山–

名
士–

献ニ
一

秋–
色
無ク

二

遠–

近一
粛–

粛ト
シ
テ

満ツ
二

乾–

坤ニ
一

長–

風
吹キ

二

連–

雁ヲ
一

孤–

月
照ス

二

哀–

猿ヲ
一

翰—

ヤ

也

思テ
レ

鱸ヲ

欲ス
二

東–
帰セ

ン
ト

一

鹿–

裘
不レ
軽カ

ラ

馬
不レ
肥ヘ

故–

人
臨ン

テ
レ

別ニ

開テ
レ

尊ヲ

送ル

未ル
ハ

タ
レ

酔ハ

元ト
ヨ
リ

非
二

酒–

力ノ

微ナ
ル
ニ
ハ

一
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留–

二

別
柳–

大–

夫ニ
一

粛–
颯タ

ル

秋–

風
驚ス

二

客–

魂ヲ
一

離–

亭
寵–

送
有リ

二

芳
尊一
屈–

蘭
秀ツ

ル–

日
辞シ

二

山–

郭ヲ
一

陶–
菊
開ク–
辰
到ン

二

故–

園ニ
一

処–

処ノ

親–

朋
逢テ

復–

別レ

時–

時
ノ

好–

景
亡—

将タ

存
縦–

令
心–

緒

逾
揺–

落ス
ト
モ

豈ニ–
負ン

ヤ

平–

生
国–

士ノ

恩—

ニ

　
　
白–

井
士–

迪
書—
以テ

見レ
恵マ

二

美–

酒
誹–

句ヲ
一

賦シ
テ–

謝シ

無テ

留–

贈ス

秋–

晩
鴻–

書
至レ

ハ

巻–
舒
意
転–
親ム

芳
尊
堪ヘ

レ

酔シ
ム
ル
ニ

レ

客ヲ

俊–

句
見ル

レ

驚ス
ヲ

レ

人ヲ

独–

酌ス
ル
モ

愁—

猶–

散—

シ

孤–

吟ス
ル
モ

興—

自–

新也

酡–
顔
臨ン

テ
二

別–

路ニ
一

不レ
用二
杖–

頭ノ

緡ヲ
一

　
　
艸–

堂
雨–

集
各〳〵
賦シ

テ–

別ル

限ル
二

体—
及ヒ–
韻ヲ

一

艸–

堂
秋–

雨ノ

夕
暫–

時
一–

尊
同フ

ス

分ツ
レ

手ヲ

金–
峯ノ

北
回ス

レ

首ヲ

錫–

岳ノ

東
故–

人
如シ

相
憶

尺–

書
附セ

ヨ
二

飛–

鴻ニ
一

　
　
席–

上
呈ス

二

艸–

廬
先–

生ニ
一

帰–

隠
幾ク–

年
ソ

鳬–

水ノ

陰
窓–

前
唯–

見ル

有ル
コ
ト
ヲ

二

書
琴ノ

一

下–

風
侍—

シ–
去テ

人
応ニ

レ

羨ム

今–

日

親ク–

聞ク

咳–

唾ノ

音

先–

生
有リ

二

和–

答一
曰ク

郡–

山ノ

城–

戸
生—

始テ

過ル
二

鳬–

水
漁
舎ニ

一

席–

上
有レ
詩
見レ
贈ヲ

率ニ

賡テ
二

芳–

韻ヲ
一

和–

答ス

第–

三
橋–

畔
五–

楊ノ

陰
避テ

レ

世ヲ

閑ニ

弾ス

膝–

上ノ

琴
相–

値テ

莫シ
レ

言フ
コ
ト

相–

値フ
コ
ト–

晩シ
ト

新–

知–

音ハ

是レ

旧–

知–

音

　
　
再
用テ

二

前–

韻ヲ
一

留–

二

別ス

先–

生ニ
一

門–

柳
秋–

深シ
テ

未タ
レ

減セ
レ

陰ヲ

綰シ–

来テ

併セ–

贈ル

一–

張ノ

琴
故–

園
他–

日
思テ

レ

君ヲ

皷サ
ハ

曲–

裏

誰カ–

知ン

鳬–

水ノ

音

　
　
登二
三
井–

寺ノ

大–

悲–

閣ニ
一

大–

悲ノ

高–

閣
瑞–

光
呈—

ス

湖–

水
茫–

茫ト
シ
テ

映ス
二

彩–

楹ニ
一

宝
鐸
偏— ニ

含ン
テ

二

山–

雨ヲ
一

響キ

帆–

舟

遥—

ニ

掛ケ
テ

二

夕–

陽ヲ
一

明也

臥–

龍–

橋
架ス

千–

尋–

許
神–

女–

洲
迷フ

百–

里–

程
借–

問ス

古–

鐘

何–

処ニ
カ

在
上–

方
攀
去
苦シ

ム
二

崢–

嶸ヲ
一

　
　
題ス

二

石–

山–

寺ニ
一

径—

–

曲テ

山–

門
樹–

裏ニ

開ク

崚–

嶒タ
ル

香–

閣
椅ル

二

崔–

嵬ニ
一

風–

光
不二
必シ

モ

清–

秋ノ

月ノ
ミ
ナ
ラ

一

湖–

上ノ

夕–

陽
観—

壮ナ
ル–

哉

　
　
秋
月
旅
懐

一–

身
辞シ

二

郷–

国ヲ
一

孤–

月
幾タ

ヒ
カ

缼–

盈ス

朔–

風
入テ

二

秋–

樹一
揺–

動ス

懐
土ノ

情—

山–

駅
暁–

窓
暗— ク

江–

関
暮–

天
晴— ル

前–

村
誰–

家
婦
頻ニ–

送ル

砧–

杵ノ

声
嘆–

息ス

無–

衣ノ

客
履ン

テ
レ

霜ヲ

事ト
ス
ル
コ
ト
ヲ

二

孤–

征ヲ
一

昨–

夜
旅–

館ノ

裡
夢ハ–

結フ

三–

四–

更
阿–

母
喜ヒ

二

我カ–

至ル
ヲ

一

呼ン
テ

レ

我ヲ

見

セ
シ
ム

二

弟–

兄ヲ
一

己ニ–

賜ニ

以シ
二

家–

醞ヲ
一

猶–

恨ム

無キ
ヲ

二

鱸–

羹ノ
一

條–

忽ト
シ
テ

春–

復–

夏
暑–

往テ

寒–

風
生ス

海–

岸
雪–

月ノ

夕
下テ

レ

船ヲ

独リ–

吟–

行ス

竹–

裡
有リ

二

茅
屋一
幽–

棲ス

旧–

同–

盟
敲テ

レ

冰ヲ

盛リ
二

茗–

椀ニ
一

論シ
テ

レ

詩ヲ

解ス
二

宿–

酲ヲ
一

客–

夢
是レ

何–

物ソ

終ニ

為メ
ニ

二

夜–

猿ノ
一

驚サ
ル

長–

道
行—

テ

不レ

尽キ

川
原
或ハ

巌–

阮
椅テ

レ

剱ニ

渉リ
二

香
渺ヲ

一

仗レ
策
苦シ

ム
二

崢–

嶸ヲ
一

周–

流ス

東–

西–

海
経–

歴ス

南

–

北–

京
誰カ–

憐ム

征–

路ノ

子
不ル

コ
ト
ヲ

レ

異ナ
ラ

二

木–

葉ノ

軽キ
ニ

一

　
　
還リ

二

泗–

水ニ
一

遇テ
二

弟
政–

常ニ
一

書ス
レ

感ヲ

中–
原
元ト

闊–

達
孤–

客
独リ

周–

流
旅–

食
伝ル

コ
ト

何レ
ノ–

日ソ

征–

衣
換リ–

幾ハ
ク–

州ヲ

東–

行
臨

ミ
二

水–

岸ニ
一

西–
別
上ル

二

林–

丘ニ
一

已ニ

聴キ
二

湘–

妃ノ

瑟ヲ
一

復タ

憑ル
二

紫–

女ノ

楼ニ
一

清–

音
侵シ

レ

両–

耳

ヲ

好–

景
逼ル

レ

双–
眸ニ

裵–

鬂
悲–

風ノ

暮レ

帰–

心
明–

月ノ

秋
相–

逢テ

詩
遣リ

レ

興ヲ

対–

酌シ
テ

酒
鎖

ス
レ

愁ヲ

更ニ–

覚フ

江–
山ノ

勝—
ハ

不ル
コ
ト
ヲ

レ

如二
故–

国ノ

遊ニ
一
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同二
政
常ト

一

賦シ
テ

得タ
リ

二

麻ノ

韻ヲ
一

頻ニ

思テ
二

鱸–
鱠ヲ

一

復タ

還ル
レ

家ニ

豈–

愧ン
ヤ

身ニ

無キ
コ
ト
ヲ

二

画–

錦ノ

誇ル
一

堪タ
リ

レ

愛ス
ル
ニ

白–

雲
飄ル

ヲ
二

尺–

丈

ニ
一

山
ノ

名　

在
リ

レ
勢
ニ

偏ニ–
憐ム

碧–

水
撼ス

コ
ト
ヲ

二

琵–

琶ヲ
一

嚢–

中
不レ
少カ

驚ス
ノ

レ

人ヲ

賦
筆–

上
真ニ

生ス

入ル
レ

夢ニ

華—

唱–

和
猶ヲ–

愁フ

秋–
夜ノ

短キ
コ
ト
ヲ

任–

他
浦–

樹
起ル

コ
ト

二

晨–

鴉ノ
一

　
　
同ク

二

政
常一
過ル

二

菰–

山ノ

艸–
堂ニ

一

雨–

晴テ

西–

風
起リ

携テ
レ

手ヲ

何レ
ノ–

処ニ
カ

之ク

菰–

山
有二
茅
屋一
慈–

母
此ニ

棲–

遅ス

没ス
レ

径ヲ

蘭ト

無レ

菊
対ス

レ

籬ニ

山
与レ
陂
行–

行テ

歌
未ル

ニ
タ

レ

闋フ

忽
爾ト

シ
テ

到ル
二

階–

堀ニ
一

彩–

服
線—

不レ
断ヘ

双–

双ト
シ
テ

偏ニ

児–

嬉ス

樽–

前
多

二

清
興一
終–

日
飽ク

二

恩
慈ニ

一

唯–
恐ク

ハ

来–

夕ノ

月
復タ

照ン
コ
ト
ヲ

二

別–

恨ノ

眉ヲ
一

　
　
又
分
韻

長–

堤
尽ル–

処
有二
山–

荘一
兄–

弟
相–

逢テ

挙ク
二

酒–

觴ヲ
一

冠–
岳ノ

色ハ

於ニ
二

雲–

裡ニ
一

𡸴—

ニ

蓬–

洲ノ

望ハ

自シ
テ

二

樹–

間
一

長シ

心–

寛シ
テ

坐ニ

見ル

人–

顔シ
テ

鮮タ
ル
コ
ト

歓—
–

極テ

逾〳〵
任ス

二

客–

態ノ

狂ス
ル
ニ

一

須ク
下

服

シ
テ

二

彩
衣ヲ

一

同ク

酔–

舞ス
上

嫣–

然ト
シ
テ

慈–

母
在リ

二

萱–

堂ニ
一

　
　
秋–

日
集ル

二

友–

于–

亭ニ
一

分
韻

海–

上
雨–

晴レ
テ

秋–

気–

高シ

華–

亭
相–

値テ

興—

何ソ–

豪ナ
ル

階–

庭
蘭–

秀テ
ヽ

媚ニ
二

甜–
酒ニ

一

籬

落
菊–

開テ

映ス
二

把–

蟄ニ
一

翠–

幄ノ

晩–

風
催シ

二

坐–

嘯ヲ
一

紅–

氈ノ

斜–

日
好シ

揮フ
ニ

レ

毫ヲ

不レ
辞
入テ

レ

夜ニ

如ク
レ

泥ノ

酔コ
ト
ヲ

人–

世
歓–

娯
属ス

二

我カ

曹ニ
一

　
　
上ル

レ

墓 

泗-

水
ノ

光-

運-

寺-

中
ニ

有
二

父-

祖
及

ヒ
子-

弟-

之
墓

一　
　

流–

水
去テ

不レ
還
白–

駒
過ル

コ
ト

何ソ–

疾
キ

疇–

昔
如シ

二

今–

朝ノ
一

已ニ–

遠ル

寝ル
レ

苫ニ

日
王–

父
擁シ

二

子–

孫ヲ
一

列テ
レ

墳
似タ

リ
レ

在ル
ニ

レ

家ニ

我レ–

来テ

訟ヘ
二

中–

心ヲ
一

泣–

哭
声
欲ス

レ

失セ
ン
ト

苔–

碑
終ニ

不レ
言ハ

嗚–

呼
有テ

カ
レ

誰
恤セ

ン

　
　
過ル

二

香–

誉
上–

人ノ

隠–

居ニ
一

席–

上
賦シ

テ–

呈ス　

隠-

居
ハ

在
リ

二
光-

運-

寺
ノ

外
ニ

一

遥
通

シ
二
海-

津
ニ

一
蓬-

莱
ヲ

一　
　

穢–

土
自ラ

甘シ
二

名–

利ノ

軽キ
ヲ

一

柴–

門
常ニ–

閇シ
テ

縦ニ
ス

二

閑–

情ヲ
一

深–

林
帯テ

レ

寺ヲ

聞ヘ
二

僧–

語ヲ
一

幽

–

径
連ナ

ツ
テ

レ

津ニ

見ル
二

客ノ–

行ク
ヲ

一

東–

海ノ

雲ハ

追
二

香–

雨ヲ
一

散シ

西–

山ノ

月ハ

照シ
テ

二

法–

蓮一
明也

知ル–

君カ

応
キ
コ
ト
ヲ ニ
レ

得
二

無–

量–

寿ヲ
一

趺–

坐
已ニ–

隣ル

蓬—

ト

与レ
瀛—

　
　
泗–

水ノ

駅–

長
西–

邨
馬–

曹
喪ス

レ

子ヲ

賦シ
テ

以–

慰ス

駅–

道
風–

高シ
テ

樹–

未ル
ニ

タ
レ

残レ

階–

庭
何–

事ソ

敗ル
二

芝–

蘭ヲ
一

九–

重
泉–

涸テ

秋
応ニ

レ

寂ナ
ル

一–

片

烟–

消シ
テ

歳
易シ

レ

闌ナ
リ

架–

上ノ

故–

衣
空ク

信セ
レ

掛ル
ニ

頭–

辺ノ

余–

薬
不レ
堪レ
看ル

ニ

可レ
憐
夜–

夜

金–

閨ノ

燭
紅–

涙
徒ニ

追フ
テ

二

玉–

筋ヲ
一

寒カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

　
　
偶
逢テ

二

重–

陽ニ
一

有レ
感

重–

九
遥ニ–

帰ル

勢–

海ノ

隈
東–

籬
苔–

滑カ
ニ
シ
テ

一–

尊
開ク

興–

情
暫ク

擬ン
二

陶–

潜カ

趣ニ
一

詞–

賦

或
同

二

宋–

玉カ

哀ミ
ニ

一

冷–

露
朝ニ

侵シ
テ

二

黄–

菊ヲ
一

落
飛–

鴻
夕ヘ

ニ

傍テ
二

白–

雲ニ
一

来
偏–

憐ム

郷–

国

良–

辰ノ

色
已
映ス

ル
コ
ト
ヲ

二

故–

人
送ル

レ

客ヲ

杯ニ
一

　
　
政
常カ

宅ノ

集
十–

三–

覃

秋–

雲
天–

暗
泗–

橋ノ

南
此–

夕
相–

逢
商—

ト

与レ
参
清–

興
酒–

尊
猶
瑣–

瑣
玄–

言
塵–

尾

自
毿–

毿
双–

毫
落セ

ハ
レ

紙ニ

凌キ
二

張–

旭ヲ
一

青
帙
満テ

レ

案ニ

推ス
二

老–

聃ヲ
一

車–

轄
投シ–

来テ

情
転–

好シ

壮
遊
須ク

レ

信ス
二

主–

人
貧ニ

一

　
　
九–
月
十–

三–

日
後
藤
木–

卿
訪

二

菰–

山ノ

艸–

堂ヲ
一

分–

韻
得レ
支

突–

兀タ
ル

冠–
峯
雲–

霧
披ク

衣–

装
顛–

倒ノ

迓ル
レ

君ヲ

時
牛–

羊
朝ニ–

跋
ム

蓬–

蒿ノ

径
蟋–

蟀
昼ル

–

吟ス

松–

菊ノ

籬
堂–
上
有リ

三

遊ノ

雑二
佃–

客一
尊–

前
無シ

三

興ノ

舞ス
二

呉–

姫ヲ
一

晩–

来
須シ

ク
下

沽ニ
二

隣–

村ノ

酒ヲ
一

各–

自
唯
歌フ

中

明–
月ノ

詩ヲ
上
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九–

月
十–

三–

夜
菰–

山
艸–

堂ノ

小
集
分–

韻

共ニ–
憐ム

山–
月
自
輝–

光ナ
ル
ニ

各〳〵
有ル

ヲ
三

明
珠
照ス

二

艸
堂ヲ

一

揮テ
レ

筆ヲ

豈ニ–

空セ
ン
ヤ

今–

夜ノ

興—

開テ
レ

尊
須シ

ク
レ

発ス

昔–
時ノ

狂—

残–

花
霜–

落ツ

籬–

辺ノ

菊
老–

葉
風–

吹ク

畝–

上ノ

桑
如シ

問ハ
ヽ

二

嫦–

娥ニ

何ソ

不ル
ヤ
ト

一
レ

去ラ

応シ
ニ

レ

言
座–

客
異ナ

レ
ハ
也
ト

二

尋–

常ニ
一

　
　
逵–

氏カ

宅ニ

阮フ
レ

月ヲ

分–
韻

霜ハ

満
二

中–

庭ニ
一

月ハ

満ツ
レ

山ニ

広–
寒
何

ソ

信—

セ
ン

正キ
コ
ト
ヲ

二

躋–

攀一
行–

雲
一–

片
暫–

時ニ

去ル

応シ
ニ

三

是レ

嫦–

娥
梳ル

ナ
ル

二

暁–

鬟ヲ
一

　
　
秋–

日
同ク

二

木–

卿一
登

二

菰–

山ニ
一

得タ
リ

二

尤ノ

韻ヲ
一

山–

南
山–

北
尽ク

閑–

幽
詞–

客
相–

携
此ニ

壮–

遊
各–
処ノ

危–

橋
懸リ

二

樹–

杪ニ
二

幾
多ノ

崩–

石
激ス

二

渓–

流ヲ
一

天–

宮
似タ

リ
レ

駕ス
ル
ニ

王–

喬カ

鶴
海–

岸
遥ニ–
窺フ

范–

蠡カ

舟
為メ

ニ
レ

愛ス
ル
カ

三

斜–

陽

ノ

照ス
ヲ

二

霜–

葉一
登–

臨
更ニ–

倚ル

白–

雲ノ

楼

　
　
菰–

山
歌

丹
エ

ノ

–

青ノ

之
野

野
ノ–

名
帯フ

二

円–

丘ヲ
一

丘
ノ–

名
円–

丘
西–

南
渓–

水
流ル

怪–

石
水
激シ

テ

声
鳴–

咽ス

知
ル

是
三ミ

ヘ

ノ

カ

ハ

–

重
長–

川ノ
川

ノ–

名
喉
双–

崕ノ

喬–

松
終ニ

不レ
催ケ

枝
臨テ

二

石–

梁ニ
一

留メ
二

晴–
雷ヲ

一

径ハ

通
ス

深
山ト

与
二

幽–

谷一
屏–

嶂
何レ

ノ–

年
五–

丁–

開ク

石–

筍
万–

仭
懸リ

二

危–

巓ニ
一

山
骨
露
出

倚ル
二

雲–

辺ニ
一

冠–

岳ノ

高–

頂
坐ゴ

ザ
イ
シ
ヨ
ガ
ダ
ケ

–

岳
ノ–

岫
攀–

去テ

自–

在ニ

摩–

二

挲
天ヲ

一

天–

宮
近–

処
有リ

二

人–

家一
家–

家
楼–

閣
擁シ

二

彩–

霞ヲ
一

梯–

下
常ニ–

吐ク

如ク
ナ
ル

レ

湯ノ

水
驪
山モ

不レ
及カ

山
人–

誇ル

千

–

古
石–

裂ク
テ

墜ツ
二

澗–

底ニ
一

大オ
ホ

石イ
シ

石
ノ

名
信ニ–

大シ
テ

樹—

如シ
レ

薺ノ

谷–

風
捲テ

レ

浪ヲ

生シ
二

盤–

渦ヲ
一

奔–

流
日–

夜
逐フ

二

仙–

醴ヲ
一

瀑–

布
直ニ–

下ル

億–

万–

尺
氷
従リ

シ
テ

二

蒼–

穹一
青—

或ハ

碧—

瀑-

布
名

ツ
ク

二

青ア
ヲ

滝
ト

一
故

ニ-

云

詩–

景
自ヲ–

在
二

紫–

烟ノ

中ニ
一

山–

神
不レ
恨ミ

レ

少ク
コ
ト
ヲ

二

太–

白ヲ
一

三–

株ノ

老–

杉
有

リ
二
老-

杉
三-

株
一

曰
フ

二
三-

本-

杉
ト

一

道
不レ
難カ

ラ　

菰-

山
ノ

之
勝
道
尽

ク
嶮-

岨

唯
三-

本-

杉
ノ
ミ

平-

易

看–

尽ス

勢–

張
海
色–

寒キ
ヲ

名–

山
如キ

ハ
レ

此ノ

堪タ
リ

二

棲–

託ス
ル
ニ

一

自–

笑フ

年–

年
羈サ

ル
コ
ト
ヲ

二

人–

官一

　
　
政–

常
宅ニ

題ス
二

九–

霞–

山–

人カ

画ケ
ル

王–

衍
清–

談ノ

図ニ
一

寧–

馨–

児
対
白–

頭–

翁
黙–

黙
何ノ–

時カ

言
不ン

レ

空—

ナ
ラ

休メ
ヨ

レ

笑フ
ヲ

新–

詩
点ス

ル
コ
ト
ヲ

二

新
画ニ

一

古

–

人ヲ

己ニ

比ス
二

古–

人ノ

中ニ
一

　
　
泗
水
行

龍
先
生
有レ
叙—

曰ク

古ニ–

曰ク

知レ
之
者ハ

不レ
如カ

二

好ム
レ

之ヲ

者ニ
ハ

一

好–

之ヲ

者ハ

不ト
レ

如カ
二

楽ム
レ

之ヲ

者ニ
ハ

一

知—

好
楽ノ

之
益—

其レ

大ナ
ル

矣カ
ナ

哉
郡–

山
城–

戸
生カ

之
於ケ

ル
ヤ

レ

詩ニ

也
其レ

庶–

幾
乎
是ノ

故

ニ

雄–

篇
大–

作
日–

新
富–

有
以テ

楽ム

焉
耳ノ

ミ

矣
生ハ

者
伊–

勢ノ

人
也
官–

暇
帰ル

レ

郷
之
便–

道
来テ

而
敲テ

二

鳬–

川ヲ

之
居一
而
束–

脩シ
テ

以テ

取二
弟–

子ノ

之
礼ヲ

一

其ノ

謹–

厚ノ

之
資—

大ニ

堪レ
可

ニ
レ

敬—

ス

焉
也
行–

李ノ

之
中
有リ

二

泗–

水–

行
一–

篇一
出シ

テ

以テ

請
二

準–

縄ヲ

於
公–

美ニ
一

即チ–

采

テ

而
覧レ

ハ
レ

焉
則
寔ニ

歌–

行ノ

之
本–

色
白
香–

山カ

之
佳–

処
不ル

レ

啻
タ
ヽ
ナ
ラ

也
哉
乃チ–

是レ

知テ

而シ

テ

好
好
而シ

テ

楽ム

者ノ
ヽ

之
所–

為ナ
ル

哉
即
斯ノ–

言
以テ

品ス
ト

二

於
泗–

水–

行ヲ
一

云

　
天
明
紀
元
辛（

元
年
）丑

秋　
伏
水
龍
公
美
譔　
（
伏
見　
龍　
草
廬
）

憶–

昔シ

神–

祖
猶
微—

ナ
リ
シ–

年
此ノ

地
営ン

テ
レ

館ヲ

能ク

楽ム
レ

天ヲ

新ニ

発シ
テ

二

妙–

策ヲ
一

詘シ
二

英–

傑ヲ
一

独リ

愛シ
テ

二

蒼

生ヲ
一

日ニ

乾–

坤
一–

朝　
龍–

飛シ
テ

比シ
二

豊–

沛ニ
一

殊ニ

薄ス
二

税–

斂ヲ
一

百–

余–

載
西ニ

有リ
三

長–

橋

ノ

望
二

遠–

山ヲ
一

東ニ

有三
長–

堤ノ

臨ム
二

大–

海ニ
一

遠–

山
大–

海
月ノ

出ル–

時
橋–

頭
徘–

徊ス

遊–

冶

ノ

児—

忽
邀テ

二

美
女ヲ

一

過ル
二

酒–

肆ニ
一

花–

間
弄シ

テ
レ

月ヲ

酔
二

金–

巵ニ
一

大–

海ノ

秋–

風
晩–

来–

波
タ

チ

長–
堤
清–

亮ト
シ
テ

発
二

漁
歌ヲ

一

漁
舟
借–

問ス

幾ク

千–

百ニ
シ
テ

白–

鴎
群カ

ル

処
網–

魚
多シ

千–

家

総ニ–
富シ

テ

食ニ

有レ
魚
不ト

モ
レ

求
自–

飽キ

自
安ン

ス
レ

居ヲ

士–

女
風–

流
耽リ

二

歓–

楽ニ
一

却–

笑
王–

門

曳ク
コ
ト
ヲ

二

長
裾ヲ

一

吾カ–

侯
移シ

テ
レ

封ヲ

賜フ
二

此ノ–

地ヲ
一

寛シ
レ

政ヲ

仍テ
レ

旧ニ

不レ
征—

セ
レ

市ヲ

街–

中ノ

倉–

廩
満

テ

那ソ

空
真ニ

是レ

都–
会
人
称ス

レ

美ト

七–

月
二
十
六–

七–

日
神–

祠
賽–

会
誰レ

カ

能ク–

筆セ
ン

韓

–

客ノ

行–

装
伶–

人ノ

遊
錦–
繍
製ス

レ

衣
ヲ

三–

万–

匹
宝–

蓋
大–

車
竜–

頭ノ

船
飾ル

ニ

以テ
シ

二

金–
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玉ヲ
一

明—

且ツ

鮮—

百–

霊
群–

鬼
次–

第
出ツ

歩ス
ル
コ
ト

兮
遅
遅ニ

シ
テ

断ヘ
テ

復–

連ナ
ル

皷–

鼙
雷ノ

如–

鳴テ

丈

–
夫モ

驚ク

彩–

鷁
閃–

閃タ
リ

紅–

白ノ

旌
指–

二

揮シ
テ

長–

戟ヲ
一

頻ニ

来–

去シ

已ニ

刺シ
テ

二

巨–

鯨ヲ
一

拝シ
テ

レ

天

ヲ

行ク

中–
元ノ

之
夜
競フ

二

躍イ
セ
ヲ
ト
リ舞ヲ
一

公–

館
護—

シ

来ル

部—

ト

与レ
伍—

舞–

者
最モ

艶—

ニ

観–

者
妖也

繁–

絃
急

–

管
雑フ

二

鐘–
皷ヲ

一

冬–

夏ノ

好–

景
凌ク

二

春–

秋ヲ
一

冠–

岳
積
雪
重–

水ノ

流
雪ハ

照シ
二

人–

顔ヲ
一

水ハ

可シ
レ

浴—

ス

千–

歳ノ

行–
楽
終ニ

不レ
休マ

　
　
邂–

二

逅シ
テ

旧–

情–

妓ニ
一

代テ–
作

閨–

裡
曽テ

嗟ス

生–

別–

離
春–
風
秋–
月
幾
回ニ

カ

移ル

莫レ
言コ

ト

娼–

婦
元
軽–

薄也
ト

記–

得ス

柳–

辺
擕シ

レ

手ヲ

時ヲ

　
　
用

二

前–

韻ヲ
一

留–

贈ス

一タ
ヒ

脱シ
テ

二

鴛–

衾ヲ
一

為ル
レ

客ト

時—

楚–

雲
湘–

水
幾カ

遷–
移ス

誰–
知ン

今–

日
桑–

間ノ

会
更ニ

是
生

–

涯ノ

遠
別–

離

　
　
還ル

レ

郷ニ

歌

君
不ヤ

レ

見
暮–

潮
去テ

兮
早–

潮
来ル

人
出テ

ヽ

円–

月
知ン

ヌ

幾
回ソ

家–

人
早ク–
起テ

趨テ

相–

送ル

杳

–

冥
峯
下
氷–

城ノ

隈
暫–

時
握テ

レ

手ヲ

更ニ

牽レ
裾
揮レ
涙ヲ

唯
責ム

那ソ

遺ス
ト

レ

余ヲ

多–
少ノ

友–
朋
情—

不レ
浅カ

ラ

各
言フ

別–

後
数
寄ヨ

ト
レ

書ヲ

有リ
二

児–

女一
自–

眠
自–

食
猶
未レ
得
離–

莚
端–
坐ス

乳–

母ノ

側
驚
見ル

征–

衣ノ

異ナ
ル
ヲ

二

常
衣ニ

一

涕–

涙
在レ
眼ニ

顔–

色
惻ム

辞
去テ

忽チ–

到ル

鳬–

水ノ

陰
相–

逢フ

龍–

子
本ト

陸–

沉
与レ
吾
同フ

シ
レ

志ヲ

復タ

同フ
ス

レ

調—

ヲ

賦シ
テ

レ

詩ヲ

一ニ–

称ス

旧–

知–

音ト

泗–

水
有レ

弟
字ハ

子–

友
今–

春
親–

迎ス

閑–

雅ノ

婦
下テ

レ

堂ヲ

俱ニ

邀ヘ

且ツ

開ク
レ

尊ヲ

尊–

前
貴–

客
姑

ト

与レ
舅

敲イ
テ

レ

門ヲ

訪ヒ–

来ル

旧–

同–

袍
徳–

卿
木–

卿
西–

馬–

曹
生–

川
子–

英
瀬–

帰–

樸
鯨–

飲

千–

斛
発ス

ル
コ
ト

レ

興ヲ

豪也

詞–

賦
如ク

レ

涌
堪タ

リ
レ

驚ス
ニ

人ヲ

何ソ–

啻
驚ス

ノ
ミ
ナ
ラ
ン

レ

人ヲ

妙—

人レ
神—

ニ

誰カ–

道
フ

新–

友
如シ

ト
二

旧–

友ノ
一

旧–

友
新–

藻
尽ク

奇
新
慈–

母
慈–

母
脱シ

二

塵–

園ヲ
一

終–

日
閑–

閑ト
シ

テ

在リ
二

菰–

山ニ
一

門–

前
忽チ–

聞二
履–

声ノ–

至ル
ヲ

一

残–

機
不レ
断タ

ヽ

唯
懽ハ

シ
ム

レ

顔ヲ

游–

子
身–

上
曽テ

賜ヒ
シ–

衣
縫フ–

時
意ニ–

恐ル

遅–

遅ト
シ
テ

帰ン
コ
ト
ヲ

帰–

来
傷シ

ム
レ

心ヲ

再–

別ノ–

逼ル
ヲ

今–

日
何ソ

恨ン

馬

不ル
ヲ

レ

肥
田–

逵ノ

両–

妹
有

二
女-

弟
二-

人
一

嫁
二
田-

氏
逵-

氏
ニ

一

殊ニ

健–

在
以テ

レ

時ヲ

帰–

寧シ

更ニ

服ス
レ

彩ヲ

皆–

言フ

一タ
ヒ

自レ
綰シ

二

柳–

楊ヲ
一

不レ
見

二

吾カ–

兄ヲ
一

意
如シ

ト
レ

餒タ
ル
カ

昨–

遊ハ

山–

下
今ハ

海–

傍
処–

処
罄シ

テ
レ

歓ヲ

歓
不レ
忘レ

妻—

兮
孥—

兮
今
応シ

ニ
レ

待ツ

不レ
知
何–

処
カ

是
レ

異–

郷

　
　
謝ス

三

松
原
先–

生ノ

賜ヲ
二

尊–

酒ヲ
一  

賢
幼

ナ
ラ
ン-

時
為

リ

二
先
生

ノ
之
塾-

生
一

歳–

歳
寂–

寥タ
リ

楊–

子カ

門
玄–

経
艸シ

罷テ

絶ス
二

塵–

煩ヲ
一

問テ
レ

奇ヲ

千–

里
遥ニ

帰リ–

去ル

何–

事ソ

却テ–

能ク

投ス
ル
ヤ

二

一–

樽ヲ
一

　
　
重–

陽
再タ

ヒ

留
二–

別ス

故–

園ノ

諸–

子ニ
一

分–

韻

佳–

節
相–

逢テ

対ス
二

濁–

醪ニ
一

如–

今
総テ–

是レ

旧–

同–

袍
風–

前
帽
落
龍–

山
孟—

霜–

下
花

–

開ク

彭–

沢ノ

陶—

清–

和
只
須ク

レ

不ル
レ

移サ
レ

座ヲ

壮–

遊
何ソ–

必シ
モ

更ニ

登ン
レ

高キ
ニ

請–

君
休メ

ヨ
レ

訝ル
コ
ト
ヲ

難ン
ス
ル
コ
ト
ヲ

二

離–

別ヲ
一

千–

里
曽テ–

懲
夢–

寝ノ

労—

セ
シ
ニ

　
　
留–

二

別ス

連–

城
山–

人ニ
一

惜ム
テ

レ

別ヲ

未タ
レ

頷ケ

離–

別
杯
茅–

廬
一タ

ヒ–

去ヲ

幾ク–

時カ

回ラ
ン

山–

人
他–

日
如シ

相–

憶ハ
ヽ

多–

少

白
雲
持シ

テ–

贈リ–

来ン

　
　
秋–

夜
飲ム

二

飲–

仙–

堂ニ
一

分
韻

酒
満テ

二

清
尊ニ

一

似タ
リ

二

海–

潮ニ
一

飲–

中ノ

仙–

客
気
逾〳〵–

驕ル

老–

来
何ソ–

羨マ
ン

宗–

之カ–

面
酔–

後
俱ニ

裁ス

子–

美カ

謡
孤–

月
満–

輪
斯ノ–

夜ノ–

色
千–

金
一–

刻
豈ニ

春–

宵ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ

壮–

遊
毎ニ

–

恨ム

隣
鶏ノ

報ス
ル
コ
ト
ヲ

況ン
ヤ–

復
明–

朝
別–

路ノ

遥ル
ヲ
ヤ

　
　
諸–

子
詩
各–
成テ

而
見レ
贈
率–

爾ト
シ
テ

賦シ
テ–

謝ス

随–

意ア
レ

高–

堂
曙–
色ノ

開コ
ト
ヲ

杯–

盤
狼–

藉ト
シ
テ

壮–

遊ナ
ル

哉
百–

篇
詩–

就
何ソ

須ン
レ

怪ム
コ
ト
ヲ

総
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ニ–
是レ

飲
中
一
斗ノ

下

　
　
秋–
晩
到レ

ハ
レ

邸ニ

諸
君
見レ
過
分
韻

飄–

飄タ
ル

遊–
子
渉ル

二

風–

塵ヲ
一

楚–

水
呉–

山
来
去
頻シ

舟–

裏
算フ

レ

程ヲ

月–

明ノ

夜
帽–

前
捜ル

レ

景ヲ

菊–

花ノ

辰
鳳–
楼
一–

別
黄–

金
尽キ

公–

館
再タ

ヒ–

還ツ
テ

白–

髪
新也

何ノ–

幸ソ

眼–

中
人
悉

ク–

在ヲ

案–

頭
仍テ

レ

旧
意
相
親シ

ム

山–

名
士–

献
有

二

九–
日
偶–
成ノ

之
詩

一

予
自レ
郷
到レ

ハ

則
見

二

贈ラ

次テ
一
レ

韻ヲ

以テ–

謝ス

昨–

来
門–

柳
自
依–

依
偏ニ

払テ
二

離–
莚ヲ

一

懸ク
二

落–

暉ヲ
一

彭–

沢ノ

興
縁リ

二

千
里ニ–

去ル
ニ

一

龍–

山

ノ

遊ハ

説ク
二

寸–

心ノ

違ヲ
一

霜
威
凛–

冽タ
リ

書ト

兼レ
剣
風–
包
蕭
條タ

リ

帽
与レ
衣
交–

態
如キ

レ

君
誰レ

カ

又

–

有ン

満–

嚢ノ

詩–

賦
待ツ

二

人ノ–

帰ル
ヲ

一

　
　
有–

所–

思–

行
贈ル

二

木–

卿ニ
一

寝テ
モ

亦
有

二

所–

思一
寝テ

ト
モ

亦
有二
所–

思一
美ナ

ル

兮
彼ノ

一–

人
在二
東–
海ノ

之
西–

涯ニ
一

海
寒シ

テ

白

–

波
起リ

百–

川
朝–

宗メ

漾
ス

二

氷
凘ヲ

一

曽テ–

知レ

赤–

螭
游–

泳シ

黒–

蛟
蟠マ

リ

長–
鯨
噴–

湧シ
テ

可キ

コ
ト

レ

渉リ

難キ
コ
ト
ヲ

又–

知ル

海–

涯
路
千–

里
荊–

棘
埋ン

ニ
レ

谷
山
鬱–

盤
虎–
豹
横テ

レ

道ニ

猛–

気
振

フ

囓テ
二

狐–

狸ヲ
一

不レ
飽カ

欲ス
ル
ヲ

レ

攫ン
ト

レ

人ヲ

我ニ

無シ
三

飛–

翰ト

与二
縮–

地ノ

之
奇–

術一
空ク

思テ
二

美–

人ヲ
一

魂
苦–

辛
苦–

辛
不レ
可ラ

レ

言
涕–

涙
万–

双
如シ

レ

傾ル
カ

レ

盆
何レ

ノ–

日カ

能ク

有テ
二

長–

風ノ

至ル
一

吹テ
二

此ノ

涕–

涙ヲ
一

灑カ
ン

二

君カ–

門ニ
一

　
　
和ス

二

木–

卿カ

寄–

懐ノ

作ヲ
一

泗–

水
悠–

悠タ
リ

緋–

野ノ

皐
地

ノ-

名
木
卿

カ
之
所-

在
ル

交–

情
来
往シ

テ

不レ
辞セ

レ

労ヲ

名–

山
携テ

レ

手ヲ

新–

詩
徤カ

ニ

佳–

節
歓シ

ン
テ

レ

顔ヲ

発–

興
豪也

一–

別
空シ

ク–

望ム

前–

浦ノ

雁
多–

愁
頻リ

ニ–

酌ム

古–

都ノ

醪
窮–

陰

閲ス
レ
ハ

レ

暦ヲ

陽–

春–

近シ

白–

雪
堪タ

リ
レ

期ス
ル
ニ

曲–

裏ニ

高キ
コ
ト
ヲ

　
　
賡ク

下

故–

園ノ

諸–

君
夜ル–

集リ
二

馬–

曹カ

宅ニ
一

寄–

懐セ
ラ
ル

韵ヲ
上

五
首

聞–

説
詞–

人
敲テ

二

竹–

扉ヲ
一

月–

前ノ

尊–

酒
酌ム

ト
二

清–

輝ヲ
一

誰–

憐ム

他–

席
情
偏ニ

切ナ
ル
コ
ト
ヲ

独–

羨ム

故–

園
遊テ

不ル
ヲ

レ

違セ

夜–

夜ノ

愁ハ

縁リ
レ

留ル
ニ

二

客–

舎ニ
一

時
時ノ

興—

ノ

為メ
也

レ

近キ
カ

二

仙–

闈ニ
一　

泗-

水
隣

二
蓬-

海
一

故
ニ

云

寄セ–

来ル

新–

藻
殊ニ

飄–

逸
知ル–

爾カ

下–

名
冠タ

ル
コ
ト
ヲ

二

九–

畿ニ
一

　
　
右
馬
曹

去–

馬
嘶ク

時
霜–

月
寒シ

放–

歌
纔ニ

尽シ
キ

二

一–

宵
歓ヲ

一

寧ロ–

知ン
ヤ

別–

後
唯
耽ン

ト
ハ

レ

酒ニ

為メ
ニ–

報

ス

愁
来
更ニ

倚ル
ト

レ

欄ニ

江–

上ノ

尺–

書
労シ

二

北–

雁ヲ
一

城–

中ノ

孤–

客
泣ク

二

南–

冠ニ
一

風–

塵
幾ク–

歳カ

紅–

顔
改マ

ル

何ヲ–

耐ン

聚–

星
天–

末ニ

看ル
ニ

　
　
右
木
卿

客–

裡
山–

城
歳–

月
催ス

粛–

然ト
シ
テ

懶シ
レ

酌ム
ニ

辟–

寒ノ

杯
梅–

花ノ

詩ハ

憶テ
二

遊–

人ヲ
一

就リ

松–

墨

ノ

字ハ

随テ
二

孤–

雁ニ
一

来ル

皷ソ
レ

瑟ヲ
レ

已ニ–

誇ル

曽–

点カ

興—

登テ
レ

楼ニ

深ク–

愧ツ

仲–

宜カ

下—

三–

滝
橋–

上

烟–

霞
好シ

風–

詠
何レ

ノ–

春カ

携テ
レ

手ヲ

回ラ
ン

　
　
右
光
本
徳
卿

一–

年
還より

歴二
一–

年ノ–

秋ヲ
一

徒ニ–

羨ム

幽–

中
興
更ニ–

幽ル
ヲ

迎ヘ
テ

一

客ヲ

山–

城
風–

色
古リ

揮テ
一

毫

ヲ

江–

海
月–

光–

浮
黄–

金
散シ–

尽シ
テ

吾レ

多–

レ

感
縁
酒
斟ム–

時
爾
壮–

遊
千–

里
自–

二

従リ

書–

信ノ

至シ
一

夢–

魂
同ク–

上ル

故
園ノ

楼

　
　
右
生
川
子
英

独
対シ

テ
二

他–
郷ノ

月ニ
一

遥ニ–

知ル

夜–

宴ノ–

闌ナ
ル
ヲ

書–

来テ

留シ
テ

二

案–

上ニ

詩–

就テ

動ス
二

毫–

端ヲ
一

常ニ–

守ル

愚ト

兼レ
拙
末タ

レ

愁
飢ト

与レ
寒
何ツ

カ

当キ
ニ

下

帰テ
二

故–

国ニ
一

却テ

話ル
中

旧–

時ノ

歓ヲ
上

　
　
右
福
井
政
章
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冬
日
喜

二

政
常カ

至ル
ヲ

一

春–
光
何レ

ノ–

日
対セ

ン
二

浮–

澌ニ
一

庭–

竹
偏ニ–

臨ム

鷹–

塚ノ

池
池

ノ
名
在

リ
二
本-

藩

一
艸-

堂
所

也
レ
在

霜
満テ

二

山
城一
懸ヶ

二

片–
月ヲ

一

風
吹テ

二

野–

墅ヲ
一

起ツ
二

寒–

鴟一
年–

年
為テ

レ

客
身
多–

病
夜–

夜
思テ

レ

親ヲ

鬂
欲ス

レ

聯ナ
ラ
ン

ト

灯–

下
喜ン

テ
レ

逢コ
ト
ヲ

疑–

是
夢
遽
呼ン

テ
二

乳–

母ヲ
一

見セ
シ
ム

二

孩–

児ヲ
一

是
レ

政-

常
之
所

也
レ
生

也
賢
育

テ
以

テ
為
レ
子
云

　
　
送

三

政
常
還

二

故–
園ニ

一
有
乙
発-

春
会

ニ
於
京
一
之
約
甲

留テ
レ

爾ヲ

将レ
為

二

一–

壮–

遊一
麗–
譙
無レ
似二
故–

園ノ

楼ニ
一

杜–

家
離–

酒
難シ

レ

成レ
酔
趙–

瑟
別–

声
唯
惹レ
愁
雲ハ–

暗
伊–

城
明–
日
望
月ハ–

凝
寧–

楽
幾–

年
眸ソ

平–

安
已ニ

有二
行–

春ノ

約—

一

好
向ヲ

二

花–

辺ニ

迎ヘ
ン

二

紫–

騮ヲ
一

　
　
絶
句
五
首

咫–

尺
是レ

他–

郷
咫–

尺
是レ

郷–

土
自–

慚
楡–

枋ノ

間
来–
往
猶
愁–

苦

愁–

苦ハ

因テ
レ

詩ニ

切ニ

詩ハ

因テ
二

愁–

苦ニ
一

成ル

詩–

中ノ

千–

万–

字
総–
是レ

故
園ノ

情—

情–

興
有ヲ

レ

誰
識ラ

ン

風–

流
為レ
客ト

人
何レ

ノ–

処カ

逢テ
二

斯ノ

客ニ
一

共ニ

話テ
二

情–
興ヲ

一

親マ
ン

親–

友
新ト

与レ
旧
他–

郷
何ソ

必シ
モ–

無カ
ラ
ン

相–

看テ

両ナ
カ
ラ

不ル
ハ

レ

厭ハ

只
有二
丁
酒–
壺一

壺–

辺
酔–

眠
覚テ

二–

毛
転
懶シ

レ

梳ル
ニ

徐–

徐ト
シ
テ

為ス
二

何–

事ヲ
モ

一

編–

次ス

新–
著ノ

書

東
帰
稿
刪
畢

家
兄
所
著
此
稿
刪
外
尚
有
芙
蓉
詩
集
帝
範
臣
軌
注
学
庸
觧
注
皆
未
梓
此
稿
刪
雖
不

足
施
諸
大
邦
我
義
兄
後
藤
木
卿
曽
為
謀
上
木
未
就
而
庚
申
冬
家
兄
羅
病
没
矣
木
臨

憾
為
其
似
食
言
使
余
更
促
歌
劂
乃
讒
得
成
蓋
亦
木
卿
之
力
而
亡
兄
之
志
得
可
以
存

於
世
焉
云
享
和
三
年
癸
亥
初
夏

　
郡
山
講
官　
杉
山
政
常
誌　
（
杉
山
重
水　
城
戸
月
庵
の
弟
）

　
　
　
　
　
　
　
「
政
常
之
印
」「
字
曰
周
助
」

史
料
二
　
城
戸
金
作
墓
碑
銘
（
光
運
寺
、
昭
和
五
年
版
『
四
日
市
市
史
』
所
収
）

　
　
四
日
市
良
吏
城
戸
金
作
墓
銘
并
序

君
名

ハ

富
恭
字

ハ

温
郷
俗

ニ

称
ス

レ

金
作

ト
一

其
姓

ハ

平
三
浦
義
明

ノ

弟
杉
本
太
郎
義
宗
之
裔

ナ

リ

其
十
三
世
之
孫
福
吉
仕

フ
二

于
中
納
言
源
秀
康
之
男
直
良

ニ
一

直
良
之
子
直
明
天
和
二

年
移

リ
テ

封
タ
リ

二

赤
石

ニ
一

福
吉
従

フ
レ

之
ニ

其
子
富
清
是
君
之
父
也
亦
仕
而
為

リ
レ

吏
後
遇

ヒ
テ

レ

讒
致
仕

シ

入
リ

二

大
和

ニ
一

為
リ

二

郡
山
柳
沢
侯
之
属
大
夫
豊
原
飛
騨
及

ビ

鈴
木
出
雲
之
家
宰

一

後
病

ミ
テ

而
致
仕

ス

子
元
順
嗣

グ

即
君
之
弟
也
先

キ
レ

是
ヨ
リ

君
上

二

仕
シ

侯
藩

ニ
一

為
ル

二

伊
勢
四

日
市
之
掾

ト
一

四
日
市

ハ

蓋
シ

郡
山
之
食
邑
也
迎

ヘ
二

父
富
清

ヲ

于
吏
邸

ニ
一

而
愛
養
尽

ス
レ

心
耳

富
清
以

テ
二

延
享
四
季
丁
卯
参
月
二
十
日

ヲ
一

逝
ク

葬
ル

二

光
運
寺
中

ニ
一

明
和
三
季
進

ム
二

上
士

之
班

ニ
一

君
為

リ
レ

人
ト

忠
孝
亡

ク
レ

論
謹
厚
質
樸
其
於

ケ
ル
ヤ

レ

政
也
恵

ナ
リ

故
ニ

雖
レ

亡
シ
ト

二

赫
奕
之

功
一

而
民
称

ス
ト

二

其
温
厚
之
徳

一

云
安
永
元
年
癸
巳
正
月
十
四
日
逝

ク

享
年
五
十
七
竈

二

穸
ス

于
先
墳
之
側

一

配
シ

二

吉
田
氏

ヲ
一

三
男
三
女
長
子

ハ

名
賢
字

ハ

公
賢
俗

ニ

称
ス

二

友
蔵

一

好
ミ

レ

文
ヲ

好
ミ

レ

義
ヲ

亦
嗣

ギ
テ

二

父
之
職

一

為
ル

レ

掾
ト

四
日
市
人
士
有

ル
二

文
辞

一

者
蓋

シ

公
賢
之
所

二

槖

籥
一

也
五
年
丙
申
進

メ
二

班
一
等

ヲ

于
公
賢

ニ
一

褒
二

賞
ス

其
勤
労

ヲ
一

也
九
季
庚
子
又
進

ミ
二

班

一
等

ニ
一

移
リ

二

于
郡
山

ニ
一

天
明
元
年
辛
丑
遷

二

于
京
邸
之
吏

ニ
一

其
弟
政
常
冒

シ
二

杉
山
氏

ヲ
一

亦
為

ル
二

四
日
市

ノ

掾
ニ

一

乃
略
記

シ
テ

以
テ

為
シ

レ

序
ト

且
ツ

作
ル

二

之
カ

銘
ヲ

一

銘
ニ

曰
ク

　
　
温
恭
人
矣　
忠
孝
其
隆　
維
徳
之
筱　
名
照
亡
窮

　
　
　
　
皇
和
天
明
癸（

三
年
）卯

冬
至
彦
根
前
文
学
伏
見
之
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艸
廬　
龍
公
美
字
子
玉
撰
併
書　
（
龍
草
廬
）

史
料
三
　
城
戸
月
庵
墓
碑
銘
（
光
運
寺
、
昭
和
五
年
版
『
四
日
市
市
史
』
所
収
）
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月
菴
城
戸
先
生
之
墓

月
菴
先
生
城
戸
諱

ハ

賢
字
公
賢
一

ニ

号
ス

二

芙
蓉

ト
一

勢
州
四
日
市

ノ

人
也
磊
落
不
羈
好

ミ
テ

レ

学
精
敏
先

キ
レ

是
ヨ
リ

四
日
市

ハ

隷
ス

二

于
和
州
郡
山

ニ
一

吏
ト
シ
テ

涖
ム

レ

治
ス

焉
先
生
代

リ
テ

レ

父
為

ル
二

計

吏
一

非
ル

二

其
志

ニ
一

也
安
永
九
年
徙

リ
二

郡
山

ニ
一

明
年
選

レ
テ

為
ル

二

京
邸
吏

ト
一

京
師

ハ

右
文
之
地

仮
ス
ニ

以
テ
ス

二

官
暇

ヲ
一

可
三

以
テ

小
カ

展
ブ

二

駿
足

ヲ
一

矣
乃

チ

与
二

江
北
海
龍
草
廬
輩

ト
一

日
ニ

相
浸
灌

ス

於
テ

レ

是
ニ

名
声
詞
章
大

ニ

行
ハ
レ

二

于
一
時

一

搢
紳
朝
貴
争

ヒ
テ

願
フ

レ

見
ン
ト

二

先
生

一

某
郷
嘗

テ

獲
二

鵞
一
双

一

先
生
賦

レ

詩
上

ル
レ

之
ヲ

後
及

ビ
レ

進
ル
ニ

二

鵞
ヲ

禁
苑

一

其
詩
密

ニ

経
二

内
覧

一

経
テ

二

数
歳

ヲ

一

還
ル

二

郡
山

ニ
一

寛
政
五
年
擢

レ
テ

為
リ

二

儒
官

ト
一

寵
賜
殊

ニ

厚
シ

其
侍

二

経
莚

一

推
ル
ニ

本
ト
シ

二

聖
言

ヲ

一

極
二

論
ス

政
事

ノ

得
失

ヲ
一

公
悦

ビ
テ

以
テ

為
ス

二

好
君

ト
一

也
故

ニ

賚
ヒ

二

酒
食

一

以
テ

優
ス

レ

之
ヲ

其
ノ

知
遇

蓋
シ

如
シ

レ

此
ノ

教
二

育
ス
ル
ニ

子
弟

一

尤
モ

寛
裕
未

ダ
下

嘗
テ

加
ヘ

中

声
気

ヲ
上

説
キ

レ

詩
講

ズ
ル
ニ

レ

史
ヲ

時
ニ

以
テ

二

談
諧
笑
謔

ヲ
一

暁
シ
ム

レ

之
ヲ

雖
二

里
児
巷
婦

一

皆
為

ス
レ

解
ク
ト

レ

頤
ヲ

至
リ
テ

レ

今
ニ

郡
山
及
四
日
市
人

士
挟

ミ
テ

レ

策
ヲ

不
ル

レ

衰
ヘ

者
先
生
薫
陶
之
益
実

ニ

有
リ

レ

頼
ト

云
フ

性
嗜

ミ
レ

酒
ヲ

飲
メ
バ

輙
チ

酣
ニ

暢
ブ

又
善

ク
シ

二

和
歌

ヲ
一

兼
テ

巧
ナ
リ

二

行
草

ノ

書
ニ

一

短
章
酔
墨
多
為

ル
二

人
ノ

所
ト

一
レ

伝
フ
ル

所
著

ス

有
二

文
集

若
干
巻
及
帝
範
臣
軌

ノ

註
一

其
他

ノ

雑
著
不

レ

可
カ
ラ

二

勝
テ

数
フ

一

以
テ

二

寛
政
十
一
年
十
一
月

二
十
七
日

ヲ
一

卒
ス

享
年
五
十
有
六
父
諱

ハ

富
恭
母
吉
田
氏
弟
政
常
謹
恂

ニ
シ
テ

有
リ

レ

学
令

ム
レ

補
二

儒
官

ニ
一

先
生
初
娶

リ
二

伊
達
氏

ヲ
一

生
ム

レ

男
ヲ

名
ハ

温
出

デ
ヽ

嗣
ク

二

佐
伯
氏

ヲ
一

後
娶

リ
二

近
藤
氏

ヲ
一

生
ム

レ

女
ヲ

早
ク

亡
シ

養
フ
テ

二

荒
木
某
之
子

一

為
ス

レ

嗣
ト

名
ハ

富
一
亦
在

リ
二

儒
員

ニ
一

先
生
之
葬

ハ

在

二

和
州
矢
田
村
発
志
院

ニ
一

今
歳
重

ネ
テ

為
リ

二

墓
ヲ

于
四
日
市
光
運
寺

ニ
一

以
従

ヒ
二

先
塋

ニ
一

安
ズ
ル

二

其
神

ヲ
一

也
銘

ニ

曰
ク

　
　
生
斯
達　
没
斯
名　
天
之
衢　
嗚
呼
亨
矣
哉

　
　
　
　
享
和
二
年
冬
十
月　
　
狭
貫
池
桐
孫
撰　
（
菊
池
五
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
瀬
紀
長
齢
書　
（
四
日
市
宿
本
陣
清
水
家
の
縁
者
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弟
椙
山
政
常
書　
（
杉
山
重
水
）

史
料
四
　
城
戸
月
庵
墓
碑
銘
（
発
志
院
、『
大
和
郡
山
市
史
』
所
収
）

月
菴
城
戸
先
生
墓

先
生
、
姓
城
戸
、
諱
賢
、
字
公
賢
、
号
芙
蓉
、
其
敬
業
館
主
人
之
号
、
先
侯
所
賜
、

月
菴
老
人
之
号
、君
侯
所

レ

賜
也
。
世
事

二

和
州
郡
山
侯

一

。
考
忠
岸
君
、母
吉
田
氏
、

延
享
元
年
甲
子
夏
五
月
二
十
二
日
生

二

于
勢
州
四
日
市

一

。
幼
而
聡
敏
、
長
而
好
学
、

博
覧
洽
聞
、
推
誠
与
人
。
安
永
二
年
癸
巳
受

二

家
政

一

、九
年
庚
子
移

二

于
郡
山

一

、
天

明
元
年
辛
丑
冬
為

二

京
邸
吏

一

住
二

京
師

一

、六
年
丙
午
遷
為

二

副
大
小
姓

一

、七
年
丁
未

為
二

大
小
姓

一

還
二

郡
藩

一

。
寛
政
五
年
癸
丑
春
、
君
侯
特
命
、
為

二

儒
臣

一

、
超

二

十
階

一

、

遷
二

書
院
詰

一

。
自

レ

此
称

二

先
生

一

而
不
名
也
。
時
年
五
十
、
扈

二

従
君
侯

一

赴
二

江
戸

一

、

於
二

尾
州
鳴
海
駅
館

一

賜
レ

杖
。
回
為

二

先
生
五
十
初
度

一

也
。
在

二

江
戸

一

侍
二

講
君
侯
及

婦
人
世
子

一

、
屢
賜

二

菱
章
時
服

一

、
其
他
賞
詞
甚
多
。
先
生
、
温
柔
謹
慎
、
孝

二

于

事
一
レ

親
、
忠

二

于
事

一

君
、
坆
終
身
不
失
君
寵
。
其
学
有

レ

志
二

於
復
古

一

、
講
習
不

レ

倦
。

所
レ

著
、
有

二

芙
蓉
先
生
文
集
、
弁
道
弁
名
便
覧
、
学
庸
解
釈
又
註
、
帝
範
臣
軌
、

及
、
開
元
天
宝
遺
事

一

。
郡
山
及
四
日
市
、
学
芸
之
盛
、
皆
頼

二

先
生
訓
導
之
力

一

也
。

又
受

二

花
卉

一

、
嘗
買

二

楓
木
名
一
行
院
者
一
株

一

甚
愛

レ

之
。
晨
夕
諷

二

詠
其
下

一

。
敕

二

家
人

一

云
、我
死
必
移

二

、此
木
于
墓
上

一

。
寛
政
十
一
年
己
未
十
一
月
二
十
七
日
卒
、

年
五
十
六
。
葬

二

于
和
州
発
志
禅
院

一

。
先
生
、
初
娶

二

伊
達
氏

一

生
二

一
男

一

。
名
温
、

字
了
坆
、住

二

四
日
市

一

。
後
聘

二

近
藤
氏

一

、挙
二

一
女

一

、早
夭
。
為
弟
政
常
女
為

レ

子
、

又
養

二

荒
木
氏
男

一

為
レ

子
。
名
富
一
、字
鄭
蔵
。
政
常
亦
有

二

学
芸

一

為
二

儒
臣

一

。
富
一
、

猶
少
亦
在

二

儒
臣
之
列

一

。
詩
曰
、
昭
明
有
融
、
高
朗
令
終
、
先
生
有
焉
。
銘
曰
、

　
　
発
志
之
阜　
清
且
幽
兮　
霊
楓
之
樹　
枝
相
繆
兮　
呼
嗟
先
生　
安
斯
丘
兮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢　

後
藤
重
栄　
　
　
（
後
藤
木
卿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

佐
伯
温　
　

建　
（
佐
伯
如
蘭
）
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尾
張　
恩
田
仲
任　
撰　
（
恩
田
蕙
楼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
安　
永
田
忠
成　
書　
（
永
田
西
河
）

史
料
五
　
杉
山
重
水
墓
碑
銘
（
発
志
院
、『
大
和
郡
山
市
史
』
所
収
）

重
水
杉
山
先
生
之
墓

文
化
四
年
歳
次
丁
卯
十
月
二
十
日
、
重
水
先
生
卒
。
先
生
、
諱
政
常
、
字
子
友
、

号
重
水
、
勢
州
四
日
市
人
。
即
、
月
菴
城
戸
君
之
弟
也
。
先

レ

是
四
日
市
隷

二

于
和

州
郡
山

一

、
官
吏
汜

（
氵
に
臣
）治

レ

焉
。
其
計
吏
操
立
君
無

レ

子
、
請

二

先
生

一

為
レ

嗣
。
廼
冒

二

杉
山
姓

一

。
先
生
為

レ

人
、
孝
友
温
柔
、
寛
裕
寡
言
、
喜
温
不

二

苟
見

一
レ

色
、
人
以

二

長
者

一

称
レ

焉
。
少
而
志

二

于
学

一

、
従

二

月
菴
君

一

遊
。
長
而
好

二

徂
徠
物
子
之
学

一

、
多

所
二

発
明

一

矣
。
又
好
而
賦

レ

詩
属

レ

文
。
々
則
遡

二

秦
漢
之
源
流

一

、
詩
別
入

二

唐
明
之

佳
境

一

。
以

二

其
才
識
非

一

、
凡
君
侯
徴
移

二

郡
藩

一

、
擢
為

二

儒
官

一

、
寵
遇
殊
厚
。
先

生
、
行
愈
修
、
学
愈
進
。
陪
侍

二

経
莚

一

、
講

二

論
典
籍

一

。
藩
中
之
人
士
、
学
益
進

者
、
先
生
薫
陶
之
功
、
又
有

レ

頼
云
。
稟
命
不
融
、
春
秋
五
十
五
及
卒
。
無

三

人
不

二

哀
惜

一

矣
。
越
三
日
、
営

二

墓
発
志
禅
院

一

、
建

二

石
月
菴
君
之
墓
側

一

。
安

下

其
友

二

于

之
一

心
上

也
。
先
生
、
娶

二

崎
山
氏

一

、
生

二

五
子

一

。
長
女
適

二

崎
山
喬

一

。
次
男
政
善
、

亦
温
柔
敦
重
、現
在

二

儒
臣
之
列

一

。
次
男
富
全
、出
嗣

二

城
戸
氏

一

。
次
男
某
与
次
女
、

皆
幼
而
在

レ

家
云
。
不
佞
重
栄
、
嘗
蒙

二

先
生
之
不
棄
恩

一

、
凌

二

骨
肉
情

一

、
如

二

膠

漆
一

。
遂
相
許
、次

二

刎
頭
之
交

一

、結
レ

義
為

二

兄
弟

一

。
一
日
、先
生
従
容
謂

二

重
栄

一

曰
、

詩
曰
死
生
契
闊
与
子
成
説
、子
若
先

レ

我
而
死
、則
我
為

レ

子
銘
焉
。
我
先

レ

子
而
死
、

則
子
為

レ

我
銘
焉
。
永
懐

二

哀
悼

一

、
靡
所

レ

寘
レ

念
、
不

三

敢
謝

二

不
敏
之
作

一

。
銘
曰
、

　
嗟
乎
先
生  

修
業
昭
寽
職  

淑
徳
純
懿  

爰
銘
爰
勒  

子
々
孫
々  

其
永
維
則
。

　
　
　
文
化
己（

六
年
）巳

冬
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
弟　
勢
州
後
藤
重
栄　
謹
撰　
（
後
藤
木
卿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姪　
　
同　
佐
伯
温　
　
　
　
　
（
佐
伯
如
蘭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
人　
同　
長
谷
川
慎
同　
建　
（
長
谷
川
独
甫
）

史
料
六
　
城
戸
駒
嶽
墓
碑
銘
（
発
志
院
、『
大
和
郡
山
市
史
』
所
収
）

駒
嶽
城
戸
先
生
墓

先
生
、
享

二

年
四
十
有
九

一

、
其
没
在

二

文
政
丁（

十
年
）亥

六
月
廿
六
日

一

、
其
葬
在

二

郡
山
城

西
発
志
院
後
丘

一

。
門
人
相
議
建

レ

碑
。
嗣
子
就
余
乞

レ

銘
。
先
生
、諱
富
一
、字
止
敬
、

駒
嶽
其
号
、
廉
蔵
其
称
。
本
姓
荒
木
、
有

レ

故
冒

二

城
戸

一

、
世
列

二

郡
山
儒
班

一

。
為

レ

人
醞
籍
、篤
好

レ

学
、善
文
善
詩
、旁
善

二

射
若
笛

一

。
娶

二

杉
山
氏

一

、有
二

男
四
人

一

矣
。

其
叔
、
出
嗣

二

飯
田
氏

一

。
其
季
在

レ

家
。
伯
与
仲
、
早
世
。
有

二

女
三
人

一

矣
。
其
長
、

嫁
二

富
松
氏

一

。
其
余
未

レ

笄
。
先
生
、
晩
病
辞

レ

官
、
乃
養

二

姻
家
子
富
全

一

、
以
伝

二

旧
業

一

。
蓋
先
考
乃
志
也
。
富
全
、
字
子
徳
、
称
勇
輔
、
則
乞

レ

銘
之
人
也
。
銘
曰
、

　
孝
子
済
美
於
彼　
門
人
表
徳
於
此　
於
彼
乎
於
此
乎　
神
之
格
楽
胡
巳
。

　
　
文
政
十
一
年
戊
子
春
三
月
下
浣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
讃　
藤
沢
甫　
撰　
（
藤
沢
東
畡
）

史
料
七
　
原
文
甫
墓
碑
銘
（
松
月
庵
、『
蘋
藻
集
』
所
収
）

岐
山
原
居
士
之
墓
銘

天
保
八
年
丁
酉
正
月
十
一
日
伊
勢
原
法
橋
迪
斎
君
卒
距
生
天
明
四
年
甲
辰
得
年

五
十
有
四
葬
于
駅
外
松
月
菴
域
中
従
先
塋
也
遺
命
表
曰
岐
山
居
士
墓
君
諱
淵
字
潜
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玉
一
字
文
甫
迪
斎
其
号
父
諱
定
勝
母
向
井
氏
定
勝
無
子
君
実
其
兄
之
子
因
為
嗣
初

従
小
岐
須
村
徙
四
日
市
表
以
岐
山
示
不
忘
其
本
也
君
娶
高
尾
氏
二
男
一
女
長
恭
蔵

以
中
秋
生
因
名
望
字
玉
蟫
克
承
其
家
次
男
女
子
並
夭
継
室
藤
堂
氏
生
一
男
有
故
離

婚
庶
出
四
男
一
夭
三
皆
在
童
丱
君
襲
父
業
以
医
大
行
家
道
益
隆
四
方
請
治
其
麗
不

億
北
勢
前
後
以
医
鳴
者
無
有
能
出
其
右
者
傍
嗜
文
墨
特
長
于
詩
余
嘗
以
壬

（
享
和
二
年
）

戌
客

遊
其
地
距
今
三
十
六
年
君
猶
弱
齢
就
余
学
詩
其
人
温
籍
其
時
清
婉
遂
定
雲
龍
之
交

東
帰
以
後
参
商
相
隔
聞
其
業
日
盛
不
復
遑
吟
哦
以
故
双
魚
到
我
間
歳
不
過
一
二
次

今
春
其
郷
人
吉
田
蓉
浦
来
赴
曰
咄
迪
斎
亡
矣
僕
発
程
在
正
月
十
二
日
属
絋
前
一
夕

往
問
病
且
告
別
時
已
沉
綿
謂
曰
煩
子
願
得
五
山
翁
文
以
慰
冥
漠
伏
請
見
允
余
聞
之

黯
然
胸
塞
泫
然
涙
下
蓉
浦
又
曰
迪
斎
母
氏
以
容
歳
十
二
月
亡
哀
痛
感
愴
従
是
得
病

竟
至
不
起
病
中
有
詩
曰
阿
母
先
春
帰
九
泉
仏
灯
光
闇
涙
潜
然
自
知
吾
病
今
垂
死
往

謁
慈
顔
不
隔
年
果
如
其
言
嗚
呼
至
性
如
此
斯
人
実
不
易
得
縦
使
無
知
己
之
言
我
豈

可
不
文
哉
銘
曰

　
古
有
死
孝　
斯
道
斯
得　
大
隧
之
中　
真
是
楽
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狭
貫　
池
桐
孫　
撰　
（
菊
池
五
山
）

史
料
八
　『
蘋
藻
集
』
序

蘋
藻
集
序

人
之
在
世
也
業
成
名
遂
而
止
若
夫
孜
々
汲
々
終
身
奔
走
名
利
者
固
小
人
之
為
耳
亦

不
足
道
也
迪
斎
原
翁
以
医
有
名
其
初
将
学
医
也
先
学
儒
儒
術
已
通
而
後
学
医
故
其

為
医
也
仁
義
靄
如
接
人
親
切
施
治
懇
到
常
曰
病
不
癒
則
不
受
謝
宜
哉
其
能
致
成
業

遂
名
也
然
而
刀
圭
之
余
暇
講
経
習
礼
遂
創
建
諏
訪
文
庫
当
時
所
祀
文
宣
王
像
与
所

講
経
史
百
家
之
書
今
猶
存
焉
翁
逝
五
十
年
有
其
跡
無
其
人
嗚
呼
哀
哉
余
雖
不
及
識

翁
既
奉
職
諏
訪
神
社
親
見
其
遺
跡
不
能
無
今
昔
之
感
也
今
茲
三
月
修
理
其
庫
閲
其

遺
書
乃
為
翁
修
五
十
年
祭
需
詩
歌
於
知
人
故
旧
得
詩
五
十
八
歌
九
十
奠
之
祭
壇
以

慰
翁
之
霊
既
而
編
為
一
巻
名
曰
蘋
藻
集
而
巻
首
故
掲
翁
墓
誌
者
欲
闡
掲
翁
之
遺
風

令
彼
奔
走
名
利
而
不
知
徳
義
者
有
所
顧
慮
也
時
明
治
二
十
二
年
三
月
於
諏
訪
文
庫

東
廂
祠
官
生
川
鐵
忠
識

史
料
九
　
生
川
鐵
忠
の
漢
詩
（『
蘋
藻
集
』
所
収
）

文
甫
医
名
北
勢
伝
豊
碑
況
又
屹
沙
辺
秘
方
起
死
人
千
数
至
孝
動
天
詩
一
篇
諏
訪
庫

書
虫
未
食
孔
夫
子
像
彩
猶
全
誰
言
遺
業
無
相
嗣
文
学
蹤
存
五
十
年

史
料
十
　
文
化
十
年
に
頼
山
陽
が
四
日
市
で
詠
ん
だ
詩
（『
頼
山
陽
全
書
　
詩
集

巻
八
』）

　
　
四
日
市
酒
楼
。
見

二

菊
池
五
山
題
詩

一

。
戯
賦
。

駅
道
狭
斜
群

二

黛
鬟

一

。
尋

レ

歓
無

二

夜
不
開

一
レ

顔
。
花
鈿
籌
酒
還
惆
悵
。
缼
却
題
詩

池
五
山
。


